　
　
　　　　第１章　　仮面の傍観者
　
　
　放課後。
　いつものざわめきをかいくぐるように、渡り廊下を歩く一人の女子生徒。
　間もなく、ある教室に辿り着いた彼女は、早い段階で目的の人物を確認した。
「笙く～ん！　迎えに来たよ～」
「おう。櫻。今行く！」
　手を振る彼女に答えた矢萩は、クラスメイト達の視線を感じながら、足早に教室を出た。
「靜羅も大変よね～。10月に入って中間考査も近いのに、財閥の仕事があるなんて……」
「試験の後は文化祭と高文連の総合文化祭。それから期末考査に定演。休む暇がないな～」
「椎名君のレッスンだって、そんなにしょっちゅうできないしね。
　かといって、みんなと同レベルにならないと、長谷川先生がうるさいからね～」
「おい。まだ圏内だぞ」
「……っと、そうだった」
　鴻坂は、小さく舌を出してみせた。
「全く……これだから、お前はいっつも緊張感がないって言われるんだよ」
「え～？　誰がそんなこと言うの？」
「俺と長谷川」
　さすがに、鴻坂も無言になる。
　どことなく気まずい雰囲気を察知した矢萩は、慌ててフォローに回った。
　だが、気紛れな彼女の意識は、既に別のものに向けられていた。
「誰の知り合いかなぁ……いい男っ！」
　駐車場に乗り付けられた一台の高級車から、長身の男性が降り立った。
「おい。櫻。少しは人の話を聞けよ！
　……椎名？」
　突然、二人の視界に飛び込んできた、椎名の存在。
　その男性に歩み寄る彼の動きは、二人の目にも自然なものとして認識された。
「え？　椎名君の知り合いなのかなあ？」
「そうみたいだな……。
　それより、早く行かないと部活が始まっちまう」
　急いで音楽室に向かう二人の視界と記憶からは、いつしか彼らの姿は消えていた。
　
　駐車場にて。
　北條に歩み寄った椎名は、開口一番。
「今の時間は勤務中だったのでは？」
「……ああ。留守電はまだ聞かれていなかったのですね。
　急遽、兄から勤務時間変更の申し立てがありましたので、それに従った迄です」
「用件は？」
　厳しい眼差しは、既に一探偵としてのそれだった。
　対する北條は、至って冷静に言葉を返した。
「特に急ぎではありませんが、そろそろ中間報告の一つでもと思いましてね……」
「……」
「詳しいことは……」
　手の内の鍵を見せた北條は、ためらうことなく助手席のドアを開けて見せた。
「さ……どうぞ」
　無言でそれに従う椎名。
　彼が乗り込むのを確認した北條は、ドアを閉めた。
　椎名を乗せたセルシオがその場を後にしたのは、それから間もなくのことだった。
　
　クラシカルサクソフォーンが流れる車内にて。
「あれからどうですか？　靜羅嬢の動きは」
　見慣れた景色を目で追うばかりの椎名は、「別に」とだけ答えた。
　直線コースに入り、右手をハンドルにかけた北條は、改めて質問する。
「今は、何を調べているのですか？」
「……守護結界のことを」
「守護結界、ですか」
　彼らが用いる専門用語には、それなりに深い意味がある。
　彼がそれを用いたことで、彼女の能力が一般人離れしていることを北條も理解した。
「彼女の周囲には、僕達と同じものと思われる結界が張りめぐらされている。
　しかし、彼女の持っている能力は、一般人よりも若干強い程度に過ぎない。
　気質も穏やかな種類のもので、決して攻撃的なものではない。
　それなのに、あれ程の強い火……鬼火とも神火とも言い難い炎を従えられる理由が、どうも解らないんです」
　カーブに差し掛かる。
　無言のまま北條は、ハンドルを切る。
「……北條さん。
　鬼火と神火の違いについて、何か知っていることはありませんか？」
「え？」
　椎名からの突然の質問に、北條は困惑した。
　２年前、橘宮として覚醒したときのそれは、明らかにそれを熟知した者の行為だった筈。
　それにも関わらず、今それを尋ねてくるとは。
　だが、椎名は返事を待っている。
　仕方なく、だが僅かな疑問を抱きながら、北條は答えた。
「基本的な解釈ですけれど、鬼火は死者の魂のエネルギーを、神火は生者の魂のエネルギーを利用しているそうです。
　その生成過程が微妙に異なるだけで、元は同じものだと聞いたことがあります」
　その答えに、小さく頷く椎名。
　果たして本当に納得しているのかいないのか、それは彼にしか解らない。
「……言葉とは、実に不思議なものですね。
　中には、本来の意味を隠したモノが数多く存在しています。
　同じ音でありながら、その本来の意味を隠すのは、もはや常識なのかも知れません。
　相反する立場にある言葉を一つの独立した言葉としたものも、その一種と聞いています」
「どうしたんだい？　いきなり……」
　いつになく真剣な北條の面持ちに、椎名は驚きの色が隠せないでいた。
「何となく……鬼と神の本来の意味を考えたときに、そういうことを思い出したんです。
　鬼と神という漢字を重ねた、『鬼神』という言葉の意味を」
「鬼神？　ですか？」
　小さく頷いた北條は、改めてその問いに答える。
「御存知のように、現在の鬼とは、死者の霊魂……人に害を与える悪の権化とされています。
　一方の神は、天地の神霊として尊くて侵し難い善の権化とされます。
　しかし、太古の昔、鬼神は天地創造の神として崇拝されていました。
　……約２千年前、その意味を違える者がこの世界に現れる迄……」
　その言葉に、椎名は何かしら感じるものがあったらしい。
「……その者が、麒邏神を封印したと？」
「ええ。おかげで麒邏様は恐ろしい神霊、とされてしまったようなものです。
　一体どういうつもりなんでしょうね……」
「それでも、あなたは知っている。
　麒邏神は、今で言うところの鬼ではないということを……」
　小さく頷いた北條の瞳には、微かに寂寥感が湛えられていた。
「神話世界の隠蔽工作なんて、何処の世界でもありそうな話題ですよ。
　所詮、宗教なんてモノはそうです。人々が実際に見たものではないんですから。
　だから僕は、半分は偽物と思っています」
「おや。手厳しいですね」
「少しでも矛盾点や違和感が感じられるものは、意外と多いです」
「ほほう……例えば？」
「……ルシフェルの堕天する話なんて、麒邏神のそれに似ていると思いますけどね。
　大天使長であったルシフェルが、奢りや嫉妬から神に反旗を翻すものの、戦に破れて地獄へ落とされたという話ですけど」
「それは解りますけど、何故、それが麒邏神のそれに似ていると？」
「ルシフェルも麒邏神も、『忌むべき者』として、追放されたようなものだということです。
　しかしながら、事実とは、当の本人以外は知ることのない……閉鎖された世界に存在すると思います。
　我々には知り得ない事実を、彼らは知っている。
　しかも、沈黙……秘することで、護り続けているものがあるのではないでしょうか？」
「……なるほど」
「個人的な意見ですからなんとも言えませんが、僕の違和感の方が事実に近いかも知れない。
　勝手な言い分かも知れませんが、僕は自身の直感が指し示す方向にしか、動きませんから」
「……」
「ただ、そう……。
　それこそ、たった独りでいいんですよ。憎まれ役を買って出ている相手のことを、ちゃんと理解してあげられる人がいればいい。
　その想いが真実ならば、いつか相手にも伝わる筈ですから」
　胸を焼く思いをひた隠しながら、北條はあくまでも冷静に答える。
「……そうかも、知れませんね。
　我々もそろそろ……事象に隠された、本来の意味を悟る必要があるのかもしれません。
　偶然と必然の法則がリンクする瞬間、全ての謎は解けると思います。
　我々の出逢い方にしても偶然の産物だとは思いますが、結果的に必然だったように。
　……真実を知るためにも、本来のあなたを取り戻すためにも……」
　その時、信号が赤に変わった。
　それに従い、北條はブレーキを踏んで車を停車させた。
　次の瞬間、彼はコース変更を椎名に宣言する。
「……不本意ですが、きっかけを差し上げることにしましょう」
　
　今治市の中心街に位置する海の玄関口、今治港。
　駐車場に降り立った北條は、椎名と共に海岸線を歩き始めた。
　右手側に広がる海岸線の向こうでは、赤みを帯びた大きな太陽が海の底へと沈んで行く。
「……千年前、片蔭橘宮彰祇様が身罷られてから、この世界に闇の力がはびこり始めました。
　世界中の至る所に、『負の霊的磁場』が存在しているのも、そのためです」
　『負の霊的磁場』。
　元々、磁場には正と負の吸引力があるのだが、霊的作用を帯びたものを『霊的磁場』という。
　心霊スポットと呼ばれる場所の殆どは、これに該当する。
　それに対して、一部の神社仏閣、教会の殆どは『正の霊的磁場』とされている。
　ただし、それらは様々な環境悪化により、減少の一途を辿っている。
「……この場所は、強力な封印が施されているようですね」
「……」
　潮風の中にも紛れ込んでいる、霊気を感じたのか。
　目を凝らした椎名は、海の方を凝視し続ける。
　そんな椎名の動向を見つめながら、北條は口を開いた。
「……これだけの強い霊的磁場がどういった過程の元に生じたのか、察しはついています。
　水に込められた意味合いもさることながら、場所的な要因……この街の特殊性もあります。
　四国の北方に位置する瀬戸内海は、長い歴史の中で聖域の意味を喪い、鬼門に位置するこの街の守護もままならなくなっている」
　悲しみや苦しみ……嘆きでさえも、自らの強い意志で乗り越えなければならない。
　そうしなければ、彼は自らの宿命に呑み込まれてしまうであろう。
「あなたの存在は、麒邏様の預言によって生じたものです。
　偶像神を祀る『世界法』に取っては、私やあなたの存在は危険因子です。
　結果、世界の秩序や調和を乱す元凶として、色々咎められても仕方ないかも知れませんが」
　その言葉に、椎名は少し顔を上げた。
「非難されるのは、始めから百も承知だよ。
　……慣れている」
　周囲の風のざわめきに、北條は一抹の不安を覚えた。
　同時に、彼の中に存在している自虐的な感情論に、慰めの言葉一つもかけることも出来ない。
　唇を噛む北條に対して、椎名はとても冷静だった。
「……北條さん。帰りましょう」
　椎名の言葉を受け止めた北條は、いつものように駐車場へと彼を案内した。
　夜のとばりが、いつしか秋晴れの街を包み始める。
　つかの間の静寂に、耳を澄ませて眠る秋風を残したままで。
　
　その夜、北條は一泊することにした。
　椎名自身、いつになく神経過敏になっている。
　それも、漠然とした危機感を伴って……。
　北條は自らに対して、彼の傍を離れ難かった真意を問いかけてみた。
　藤妃靜羅嬢に接触した時点で、自身は大きな賭けに挑んだことになる。
　彼の演奏家としての才腕をもってすれば、彼女に警戒されることはない。
　実際、彼女は何の疑念も抱くことなく、椎名との交流を深めている。
　彼自身が節制すること。無理をしなければ、少なくとも致命傷にはならないだろう。
　だが、相手はあの藤妃財閥。靜羅嬢はその中でもトップクラスの要人だ。
　下手に急接近すると、その権限で潰されるはこちらの方だ。
　加えて……あの日以来、『彼ら』との間に、これといった衝突も起きていない。
　『彼ら』の狙いとは？　２年前から、藤妃靜羅嬢に向けられている憎悪の正体は？
　それだけではない。あの時、確かに彼女は狙われた。憎悪とは別の敵意でもって。
　暗殺目的だったのか、威嚇的なものだったのか。
　依然として真相は解らないまま、時間だけが過ぎていったのだが……。
　
　微かに食器の音が響く室内。
　考え事をしていた北條の聴覚に、それは心地よい刺激を与えた。
「少し時間がずれたけれども、ティータイムにしようか？」
　そのような呼びかけに、北條は現実に立ち返った。
　振り返った先には、ティーセットを用意してきた椎名の姿があった。
「公爵様は、本当に紅茶が御好きですね」
「父が英国人だったからね。母もその辺りを気にかけていたみたいで。
　これは僕が焼いた物だから、余り味の方は保証出来ないけど、どうぞ」
「御謙遜ですね。
　あなたのそれも、お姉さん達にも負けない位、おいしいと思いますけど……。
　では、御言葉に甘えて」
　言葉を添えた北條は、クッキーを一枚手にしては、口に運んだ。
「……おいしいですよ。このあっさりとした甘さが、紅茶に合って、とてもいい」
「そうかな？　少し砂糖を入れ過ぎたかなと思うのだけど」
　椎名は、自身の口にそれを運んでみる。
「……まあ、こんなものかな」
　そう呟いた椎名だが、内心、やや過度の甘みを気にしていた。
　ティーソーサーを左手に取った椎名は、紅茶を口に含み始めた。
　北條は、上品な趣でそれを口に含む椎名の様相を、さりげなく注視し始めた。
　父親譲りの伝統的な気品と風格、母親譲りの謙虚な優雅さ。
　そして、何より……。
「北條さん？」
　呼びかけに我に返った北條は、即座に表情を固くした。
「何でしょうか？」
「こんなことをいうと、あなたに不思議がられるかも知れないけど、……何かが変なんだ」
「変、と言いますと？」
「改めて観察していて解ったことなのだけど、靜羅嬢の身辺には、常に邪気があるようなんだ。
　それも、残留思念的な……」
「ああ、さすがに御目が高くていらっしゃる。
　調べている内に奇妙な点に気がついて、それを報告しようと思っていたのです。
　あなたが言っていることについては、この女性が関与しているようです」
　そう述べた北條は、一枚の写真と調査書を彼の前に出した。
　一旦カップをテーブルに戻した椎名は、それをパラパラとめくり始めた。
　だが、その指は、ある場所でふと止まった。
「暗殺を企てている可能性、か……。
　藤妃財閥を狙っての計画的犯行ならば、つじつまは合うと思う。
　ただ、そんな、人目につく場所で……」
「いいえ。学校というものは、ある意味では閉鎖された空間です。
　しかも、そう多くの護衛官も付いていません。
　そのような警護の薄い場所で、靜羅嬢の身に何かことが起これば、世間は藤妃財閥に恨みを持つ者の犯行、という解釈を取るでしょう。
　あれほどの大企業ともなると、色々と恨みを買っていそうですからね」
「しかし、現実問題として、そこ迄巧くいくかな。
　僕には、何か別の要因が隠されているようが気がするのだけど」
「と、いいますと？」
「何故、彼女のことを憎んでいるのか。
　彼らは、ごく普通の家庭に育っている。藤妃財閥絡みでのトラブルもないようだ。
　２年前、住吉学院で起きた謎の倒壊事件も、ある意味では解決済み。
　病院に運ばれた段階で、既に意識不明の重体。植物状態から回復する見込みはない、という結果だったらしいし……。
　医療ミスもなし。仮に医療ミスがあったとすれば、病院を訴えるのが一般的なやり方だよ」
　北條は、淡々とした口調でその続きを述べる。
「彼らは藤妃財閥の裏の顔……実体を知っているのかも知れません。
　そのため、藤妃財閥の裏組織的な何かが、彼らを消そうとしているのかも知れません。
　はっきりと断言は出来ませんが、相手は靜羅嬢ですから。
　彼女が住吉学院から神郷高校に編入したのにも、きっと、その辺りの理由が関与して……」
「……そのことなんだけど」
　カップを置きかけた北條の左手が、一瞬その動きを止める。
「何か、あったのですか？」
　問いかける北條の肉声は、ほんの少し震えていた。
　その気配を察知した椎名は、そっと目を細めた。
「……嘘が下手ですね。
　麒邏神の一番の側近だったというあなたならば、何もかも解っているのでは……？」
　一瞬眉を潜めたものの、すぐさま絶望感に表情をすり変える。
　北條の口からは、「何も知らされてはいませんよ」と、ため息混じりの言葉がこぼれる。
　その表情からは、いつもの穏やかさは消えていた。
「ただ、私は私の使命を全うするだけです。
　麒邏様を捜し出して、あなたを救済する。あなただって、解っているでしょう？」
　冷めた口調で口にする紅茶は、いつになく熱く感じられる。
　何も答えない椎名は、さりげなくソファに凭れては、胸の前で軽くその指先を絡めた。
　椎名が時折みせる、彼らしくないしぐさ。
　それを目にする度、北條は、脆弱な精神を暴かれやしないかと、緊迫感を募らせる。
　心にささやかな防衛線を敷きながら、たやすく越えられるであろう砦を築きながら。
　麒邏神と相対しているような錯覚。
　詰問の最中にも、その威厳に隠された、彼の本心を知ることが出来るような錯覚。
　錯綜し続ける精神の疲弊でさえも、自身を拘束する絶対的支配力となる……錯覚。
　自身を捕らえて離さない、彼の狂気じみた魅力に封じられて、……呼吸することさえも……。
　だが、希望的観測という曖昧模糊とした感覚に溺れたのには、理由があった。
　幻覚という名の錯覚が、彼の無意識の行動に練り込まれていると意識することをやめる迄。
　そろそろ許されているのではないか、と判断した上で、自らの心を天秤にかけ続けて。
　ようやく導き出された結果を知る迄、救われやしない。
　糾弾することも出来ないなんて、結局自身の弱さでしかないということ位、解っています。
　けれども、あなたは、こんなにも弱くなり過ぎた。
　きっと私がいなくては、独りでは生きていけないのでしょう？
　……そう、私には解る。あなたの心がどこにあるのか。
　北條のただならぬ雰囲気に、椎名は小さくその名を呟いた。
「……北條さん。
　あなたに取って最も大切なこととは、藤妃財閥の裏の顔を知ることでもなければ、靜羅嬢の実相を暴き出すことでもない。
　聖主、麒邏神を捜し出すこと。そうですよね？」
「……」
　否定は出来ない。
「理由は、彼がいないと、この世界は崩壊するということ。
　本来ならば、異端者である僕が存在していられるのも、麒邏神のおかげだということも……よく解っていますよ」
　組んでいた手をほどいた椎名は、窓の外の夜景に視線を向ける。
　同時に、指先をその口元に持っていく。
　不安の色を露わにする北條の表情でさえも、椎名はその視界から消した。
　そんな時は、大抵といっていい程、嘘に近い偽りを述べている。
　だが、今の北條には、それを否定するだけの力はない。
　それとも、この人はそれを否定してほしいのだろうか。
　しかしながら、事実と認められる以上、そのことを真っ向から否定することは出来ない。
　それでも……否定してほしいのだろうか。そうすれば、救われるとでもいうのだろうか？
　選択肢なんて、結局は机上の空論なのかも知れない。
　彼が欲しい答えなど、何処にもないのかも知れない。
　それならば……。
「……公爵様。
　この一件、私に任せては戴けないでしょうか？」
「え？」
「嫌な予感がするのです。
　彼らとは別に、我々のことを監視している……別組織があるかも知れない」
　遭えて話を逸らす北條のそれを、椎名は無言で受け止める。
　その沈黙の意味するところを、北條は知らない。
　彼がその重い口を開いたのは、それからしばらく経ってからのことである。
「解った。そちらは任せるよ。
　僕は引き続き、藤妃靜羅嬢のことを調べてみます」
　そう言い切った椎名の双眸に、迷いの色はないように見えた。
　「御願いします」と返した北條に対して、椎名の反応は鈍かったが、それで十分だった。
　……そのことが、たとえ自身の心を偽ることになろうとも。
　
　深夜零時を回った頃。
　すっかり眠りの域に落ちていた北條の意識を、ただならぬ雰囲気が過ぎった。
　次の瞬間、意識の深い海から覚醒した彼の全神経は、椎名への危機感にすり替わった。
「公爵様！」
　意識が反応するより先に、敏捷な運動神経が先に行動を起こしていた。
　すぐさま寝室に向かった北條は、熟睡に陥っていた椎名の身体を揺さぶった。
「公爵様！」
「……？」
　目を開いた椎名は、小さく瞬きをする。
　北條の緊迫した雰囲気に対して、椎名は異様な迄に落ち着き払っていた。
「解っています」
　彼にとっての神霊感応能力は、あくまでも、最も優れている特殊能力の一種である。
　又、特殊能力も、身を守る程度に備わっている。
　危険を察知する能力があるとするならば、彼自身、予感していたのだろうか。
　……今夜の月の翳る理由を。
「確かに、真夜中に忍び込むのは月明かりだけではありません」
「？」
「確かに、ここに一人いますよね？」
　その言葉の意味するところ。
　程なくして、部屋に満ち始めた不可思議な気配に、椎名の周囲の空気が防衛力を高め始める。
　眼前に、一人の女性が現れる。
　それはまさしく、死霊と呼ばれる部類の意識体。
　椎名に差し出す右手と表情には、決して悪意はない。
　だが、北條の警戒心は消えない。
「楽になりたいんだね」
　その言葉に、霊体は頷いた。
　無言で頷いた椎名は、早速目を閉じ、精神集中し始めた。
　間もなくして、彼を取り囲むように、その周囲に見事な蒼い炎が現出し始めた。
　その炎の意味を知らない北條ではない。
「公爵様……」
　椎名は更に、手中からひときわ光り輝く、一個の蒼い炎を招き寄せる。
「我が手の内の蒼い風氣よ。
　闇を照らす灯燭となり、泉界へと逆縁送終なさしめたまえ」
　次の瞬間。
　炎自身が一つの意志を持っているかのように、不成仏霊の方へと浮遊して行った。
　やがて、一つの球体に変化しては、その霊体をすっぽりと包み込んだ。
　目を閉じた椎名は、改めて九字の印を結び始めた。
　全ての印を結び終え、最後を含み気合いで結んだならば、その霊体と炎は完全に消えうせた。
　……どこからともなく、花の香りが流れ込んで来る。
　それを察知した椎名は、静かに手を合わせると、再びその双眸を開いた。
「大丈夫ですよ。ちゃんと成仏しましたから」
　驚く北條の顔を一瞥しながら、椎名は、さも余裕ありげな微笑を浮かべた。
「成仏したいと助けを求めて来たのならば、害意はないだろう。
　僕の張っている守護結界には、浄化の力もあるから、今の霊にはあれで十分。
　この位、どうってことない」
「しかし……」
「大丈夫。護身用の結界の持つ能力だから、決して僕自身の負担にはなっていない。
　それにこれは、僕が望む結果だから」
「そういう問題ではなくて！」
「……心配症だね」
　北條自身、彼のその余裕ありげな表情の裏に隠された、精神状態を案じていない訳ではない。
　案じているからこそ、だからこそ……だからこそ、無茶をさせまいとしているのに。
「……噂には聞いていました。
　あなた程の能力者の持つ結界は、応用が利くらしいと……」
　その言葉に、椎名は軽く微笑した。
　だが、その表情はどことなく翳っていたことに、北條は全く気がついていない。
「しかし、その結界は、あなたを護るためのものなのでしょう？
　それなのに……」
「だからこそ、なんだよ。
　この結界は個人を護るものではなく、迷える魂をも救済する浄化力を秘めたものなんだ。
　だからこそ、この能力を与えてくれた麒邏神……あなたの主は、真の森羅万象の統括神だと信じていられるんだ」
「森羅万象の統括神……」
　おうむ返しに呟いた北條の表情には、明らかに、先程とは違う困惑の色が見え隠れする。
　封じられる直前迄、麒邏神が命じ続けていたことは、この世界の均衡を護ること。
　それには、自身が封殺されることがもたらす様々な悪影響により、今後更に増えるだろう、地縛霊を始めとする不成仏霊の魂の救済も含んでいた。
　サーベニア・メインテニア神族の一員として、至上神である麒邏神の封殺された後も、この現象界に留まっている理由のいくつかに、他言無用の密命もある。
　彼の言っていることは、決して間違いではない。
「しかし、その浮遊霊には悪意はない筈。
　それなのに、何故私の結界に引っかかったのでしょう？」
　その問いかけに返答しようとした椎名の右腕が、ふっと宙を裂いた。
　かと思うと、言葉での命令を伝える間もなく、周囲の結界が一斉に発火した。
　ブワアッ！
「ぎゃああああ！」
　断末魔の叫びと共に訪れたもの。
　一応の静寂には似つかわしくない、怨念の数々。
「これは！」
　椎名の放った守護結界が、周囲にはびこっていた霊体という霊体を焼き尽した頃になって、北條は意外な事実に出くわした。
「……公爵様……」
　焼け跡に残された残留思念。
「それが答えです」
　その真意を知った北條は、愕然とした。
「……この霊達は、あなたを狙っていたというのですか？」
　しばしの間の後に、椎名はこくりと頷いた。
　だが、その気丈さは、災難に対する意志の強さは、ほんの一瞬だけだった。
　双眸の翳りもろとも封じ込めるかのように、無言でソファへと倒れ込む。
　……頭を抱える。困惑と寂寥感をも封じ込めるように、右の瞳を隠して。
　誰の命令であれ、自らの意志であれ、彼がここ迄追いつめられたのは初めてのことだったのに違いない。
　神や人や、……霊体迄もが、彼に攻撃を仕掛けてくるなんて。
　そんなにも、この人の今生は、忌み嫌われているというのだろうか。
　……そう、思いこませたいのか。『異端者は消えろ』と……。
「公爵様……」
　救済の言葉も見出せないままに発せられた声は、無言でうなだれる彼の心の虚空へと散ってゆく。
　月明かりさえも、もはや彼を救う手だてのないことを暗に示すかのように、息をひそめる。
　誰もいない夜の静けさに、身を投じようとして。

　
　
　　　　第２章　　惟神結界(いしんけっかい)
　
　
　椎名の都合で、靜羅の個人レッスンは週に一回、部活動の時間を利用することになった。
　もちろん、他者に英国名と特殊神霊調査官であることを明かさない、という条件付きである。
　結果的に彼は、表向きの友達兼個人レッスンの講師として、彼女と接することになった。
　もはや模範演奏程度しか出来ないのだが、久しぶりの手応えに、吹奏楽に対する情熱を痛感し始めていた。
　彼のレッスンの進め方は、ごく基礎的なロングトーンやアルペッジョ、音階練習。
　それから、トレーニングブックでの基礎練習。
　更に、ラクールという練習曲集の課題練習、あるいはテストといったことの繰り返しである。
　だが、長く吹奏楽に慣れ親しんで来た彼女に、エチュードばかりではつまらないだろう。
　そう判断した椎名は、愛用していたサクソフォーンの小作品集や身近な練習曲を持ってきていた。
　吹奏学部としては、11月に松山市で開催される、全国高等学校文化連盟主催の総合文化祭（通称高文連）に参加予定である。
　彼女にも部員の役目として、演奏曲の練習というものもあった。
　椎名は椎名で、重要な決断を強いられていた、
　……まだ、藤妃からの要望は承諾していない。あくまでも、彼らの狙いを探るためである。
　靜羅にも、彼に近づく目的があった。遼からの依頼だが、彼らの身辺調査を任されている。
　それ以外にも、藤妃財閥では全総力を挙げて、第二・第三の暗殺目的による不審者の摘発に努めているという。
　さすがの椎名も過敏になってはいたが、いい加減に慣れたらしい。
　他にも、気になることの一つに、靜羅の音色のことがあった。
　一通り聞き終えた後で、椎名はそのことを口にした。
「最近、音色が不安定になっている気がするのだけど、何か気に病んでいること、ある？」
「え？」
　その言葉に靜羅は、自身の心を見透かされたような気がした。
　だからといって、その意味を口にして問うことは出来ない。
　リサーチ中には、収穫したことを悟られるようなことは、極力避けなければならない。
　ましてや、自身の心を見透かしても構わない人間が、遼以外に存在してはいけないのだ。
　そんな彼女の計算心理を知ってか知らずか、椎名は、急な発言で驚かせたことを詫びた。
「いや……僕の気のせいだったらいいよ」
　曖昧な笑みを浮かべる靜羅の様子から、椎名は話題を変える必要性を認識した。
「知り合いに言われたことを思い出したんだ。
　音楽は、生きていると思わないか……って」
「まあ……」
「特に作音楽器については、演奏者の精神と同調しているような気はするよ。
　そういう意味での楽器とは、演奏者の心の鏡。音色は、演奏者の精神状態のみならず、心の在り方迄も聴き手に伝えているような気がしてね」
「あ……私も、それはあり得ると思います。楽器に嘘はつけませんもの。
　それに、音楽とは、刹那の芸術だと思うんです。
　一瞬にして時間の波に呑み込まれてしまう、繊細な芸術といいますか……そんな感じです」
「……ちょっと、休憩するかい？」
「ええ」
　その言葉に、靜羅は小さく頷く。
　対する椎名は、もの静かな微笑を浮かべながら、片肘を机の端についた姿勢を取った。
「……」
　靜羅はふと、自身の動向を窺うような、意味深長な眼差しに直面した。
　同時に、彼の様子がいつもと違うことにも気がついた。
　次に彼が発した言葉は、そんな彼女の、密かな疑惑に答えるかのような一言から始まった。
「何も、そう恐がることはないよ。
　楽器が演奏者の心を表現するのは、互いがそれだけ強い絆で結ばれている証拠だから」
「……」
「矢萩から聞いたんだけど、靜羅さんは転校して来たんだって？」
「……ええ。まあ、転校といえばそうなるのかしら？
　余り言いたくはないのだけれど、……ここの名誉理事長にスカウトされて……」
　正確には、半ば強制的に編入して来たのである。
　靜羅の受けた精神的ショックそのものは、学校を変えた位では癒されなかった。
　それは今でも、トラウマとなって彼女の中で鮮明に残っている。
　だが、その当時から比べると、普通の日常を送ることが出来る程度の回復はしている。
　その一因として、今では、かけがえのないものとなっているサクソフォーンがある。
　鴻坂に勧められて始めたそれが、今では貴重な生き甲斐となっていた。
　たとえその根源に、前の学校での事件から立ち直るためとか、気を紛らわせたいといった、逃避・自己否定的な理由があったとしても……。
　だが、鴻坂にも、出来事そのものは語ったことはない。
　世話好きの彼女ならば、そんなこと許せないわと言わんばかりに、住吉学院に乗り込みかねないからである。
　彼女自身、結果的にはそれで良かったと思っている。
　だが、やり残したことがあることを、決して忘れてはいない。
　真実の追求だけでない。予感の成就の時期を明確に知ること。
　……願わくば、予感が成就しない内に、未然に防ぐことは出来ないものか……。
　もっとも、自身が気に病んでいることを喜びこそすれ、決して同情してはくれないだろう。
　今の彼女が、あの時と変わらないのであれば。
　険しい表情の靜羅を見つめていた椎名は、何かしら危険なモノを感じ取った。
　それを回避するために、敢えて話題を変えてみる。
「何だか不思議だね。
　元々、ここにいるべき人間でなかった二人が……特に僕なんかはそうだけど、こうやって、同じ学校で音楽をやっているなんて……」
　内心、『君は君で、腹の内を見極めようと、躍起になっているみたいだけど』と思いながら。
「そう言われればそうね。
　でも、雅君にしてみても、ハーフだからかも知れないけれど、大人びているように思うわ」
　その言葉に、はにかんでみせる椎名。
　横顔には、知らないフリをしている彼女への感謝の意が含まれていた。
「でも、年齢なんて関係ないだろう？
　ある程度の時期が来たら、おのずと、それらしい振る舞いが出来るようになるものだから」
「？」
「何もかも受け入れられるようになる、何に対しても心が機能し始める、ということだよ」
　自身の経験めいたことを語る椎名の瞳は、明らかに特殊神霊調査官としての瞳だった。
　どこ迄彼女は知っているのか？
　対する靜羅のそれも、総てを見通すかのように鋭い。
　自然に目を逸らした椎名は、何かを考え込む素振りをみせた。
　彼女は彼女で、彼らしい模範解答を待っていた。
　靜羅から見た椎名には、特殊神霊調査官と称する以上の何か、があるような気がしていた。
　微かだが、彼から感じ取ることの出来るそれは、遼のそれとよく似ている。
　そのことも、靜羅には理解出来ていた。
　だが、それを尋ねるのに抵抗がない訳ではない。
　世の中には、知らないでいいことは沢山ある。
　靜羅は、その疑問に自ら終止符を打った。
　軽く深呼吸をした彼女は、あくまでも朗らかに振る舞うことを、自身に言い聞かせながら。
「あの、ぶしつけな質問で失礼します。
　前々から気になっていたのだけど、雅君は普通の人と、物の見方が違うような気がするのだけど……。
　巧く言えないけれども、私達が知らないことを知っているような感じ、とでもいうのかしら。
　事実、そうなのかしら？」
「……」
　何気なさそうな質問に、椎名は微かに目を伏せた。
　彼の口元から、いつもの自然な微笑みが消えたことに、靜羅はまだ気がついていない。
　カウンセラーのような素振りで、椎名は身体の向きを微かに変える。
「私の場合、予感がしても、後になってみないと解らなくて。
　その時に必要なことなのに、後から付随して来るみたいで、いつも困ってしまうの」
「……」
「どんなに身近な出来事でも、結果は悪いものだと解っていながら、違えられなくて。
　結局それが、ある種の宿命みたいに強制的なものになって……。
　でも、遅かれ早かれ『解る』ということは、自身にもそんなことが解るような能力でもあるのかしらと……」
　その言葉に、椎名は僅かに目を伏せた。
「だったら、あるにはあるんだよ」
「でも……」
「物事なんてものは、全部当たらずとも遠からず、だから。
　その人にとって一番解りやすい形で出てくる啓示を、固定観念で否定してはいけない。
　でも、こんなことは別に特別なことではなく、昔は誰だって何らかの……今でいう所の超常能力は持っていたんだから」
　小さな微笑。椎名の口元の真意に、靜羅は気がついていた。
　靜羅自身、自身の潜在能力を暴き出そうとする視線には、慣れて来た筈である。
　少なくとも、様々な状況の中で慣れざるを得なかったことが、自身の常識を覆すことはない。
　そう、彼女は強く信じていた。
　そう感じた彼女の意志を、椎名は無意識的に自己暗示にかけているものと解釈した。
　靜羅の方も、音楽をする人に悪い人はいないという、ある種の固定観念で彼を見ていた。
　当然、その根源に脈打つ……とある小さな想いに、まだ気がついてはいない……。
　だが、椎名が味方だという確証も、今の所は何一つない。
　確証を手にする迄は、決して心を許してはいけないと、靜羅は自身を律していた。
　相手が、どんなに心優しい人だと解っていても。
　そう簡単に心を許せるような、安穏とした人間関係を築けるような生活環境ではなかった。
　ふと、椎名は何かを思いついたらしい。
　膝の上で弄んでいた指先を窓辺に持って行った彼は、そのままそっと窓を開いた。
　ふうっと……仲秋の風に紛れて差し込んできた日差しが、靜羅の髪や肩先で乱反射する。
　眩しさを感じたのは、何もその情景だけではない。
　彼の金髪に注がれる黄昏の光は、その絹糸のような煌めきを更に際立たせる。
「君が知るべき答えなら、君の中に全部ある筈だよ。
　……もっと、心を解放してごらん……」
「？」
「あなたは、思い出せないのかも知れない。
　それとも、もう忘れてしまったのかも知れない。
　……何もかも、あなたにまつわる総てを……」
　謎めいたことを述べる彼の一挙一動が、彼女の心の琴線に微かに触れる。
　風の流れを頬の辺りで感じながら、靜羅は、時折感じる既視感を持て余していた。
　彼については、プロフィール以外、何一つ知らされていない。
　事前に届けられた調査報告でも、解読不明瞭な点が多かったという結果が出ていた。
「そういえば、僕の何かを見極めようとしていたみたいだけど、……何の意味もないことだと思う」
「えっ？」
　靜羅にとってのその能力は、一族内では特に強い力を持たない『弱者』に残された、唯一の存在理由のようなものだった。
　彼に感づかれたことより、それを否定されたことの方がショックだった。
「雅君……。あなた、何故そう思った……の？」
「……」
　そんな話には、大抵続きがあるものである。
　だが、椎名は何も語らない。
　正確には、何かを口にしようとしたのだが、そのまま押し黙ってしまったのである。
「統計学上でも、それ相応の成果を見極めるため、データを収集することは必要です。
　しかしながら、そろそろ、そこから何かを知ることを考えてみてはどうですか？
　藤妃靜羅さん。あなた自身の持っている、その優れた分析力によって」
　その声は、その背後に忍び寄って来ていた、長身の影から発せられたものだった。
　静かに姿を現した青年には、見覚えがある。
　同時に靜羅は、とある重大なことに気がついた。
　それは一瞬の出来事で、彼女の中には何一つ、答えとしては残らなかった。
　ただ、直感的に、何かに気がついたような気がしただけで……。
　その気配を悟られることなく、その教室に入っていた部外者は、いつかの朝に出会った男性であった。
　靜羅は、彼の言葉から僅かに感じられた予感が当たらなければいい、と願い続けた。
「北條さん……」
「あなたはもっと、自身の持っている力、才能とさえ思われる優れた技能を生かすべきです。
　そうでなければ、自身の持ち得る特殊能力でさえも、何の意味も持たなくなりますよ。
　神から与えられた恩恵に気がつかないまま、一生を終える大多数の人々のように……」
　その男性は、とても静かな面持ちでそう告げた。
　一呼吸置いた後に、彼はため息混じりに言葉を続けた。
「……致し方ないことですね」
「仕方がない……というのは？」
「あなたの兄君は、余りにも卓越した能力を持ち合わせていますから。
　そのためにあなたは自身への興味や関心よりも、周囲の事象にとらわれて、その相違点から自己嫌悪に陥るのでしょう。
　もっと、自身を大事になされたらいかがですか？」
　翳り始めた空の果てでは、微かに雷鳴が響いている。
　その気配を察知した彼らには、秋の雨音に総てを洗い流すことなど、到底出来はしなかった。
　
　帰宅後。
『あなたの兄君が、余りにも卓越した能力を持ち合わせていますから。
　そのため、あなたは自身への興味や関心よりも周囲の事象にとらわれて、様々な相違点から自己嫌悪に陥るのでしょう。
　もっと、自身を大事になされたらいかがですか？』
　靜羅は部屋に籠ったまま、その言葉の意味を深くかみしめていた。
　突然現れた北條に対して、靜羅は、毅然としているべきだったのに違いない。
　だが、彼の言葉の意味を悟った瞬間、靜羅の自己防衛の仮面は音を立てて崩れ落ちた。
　椎名は、沈黙を守っていた。
　だが、動揺していることは、何となく感づいていた……と思われる。
　北條と名乗った男性は、謎めいたメッセージを残して、静かに去って行った。
　椎名は、その背中を目で追っていた。
　厳しさの中に潜ませた、寂寥感を湛える双眸で……。
「……あの瞳……」
　あの瞳を、自身は知っている。
　でも……思い出せない。
　椎名は椎名で、当たり障りのないことを述べて、レッスンを終わらせた。
　別れ間際、彼は彼で、意味深長な置き土産を残していった。
『北條さんの言ったことは、まだ……気にしないでいい。
　それより、嫌な予感がするんです。
　あなたにとって……過去を蒸し返されるような出来事が起こるかも知れない。
　僕にはそれ以上のことは解りません。ただ、こうして注意を促すことしか……』
　最初の言葉の意味も考えてみるのだが、そのまま素直に受け止めていいものか。
　あるいは、何か……それなりの作為があってのことなのか。
　確かに、靜羅自身、藤妃財閥の裏の世界に関わる重要人物の一人である。
　能力者と思われる人物との接触については、慎重に慎重を期さなければ、こちら側の実像が見破られる危険性があった。
　そうなってからでは手遅れの、危険な綱渡り……。
　毎日毎日、何かの影に怯えている。いつの頃からか、考えることも禁忌とした暗影に……。
　様々な想いを胸に秘め、靜羅はその細い指先で、砂時計を逆さに向けた。
　さらさらと落ちていく、薄紫色の砂を眺める。
　ふと、テーブルの端の電話が視界に飛び込んできた。
「……」
　急に、ある人の声が聞きたくなる。
　そんな自身の弱さを念頭に置いたまま、靜羅は古いアドレス帳を開いた。
　ぱらぱらとページをめくる。
　今となっては、疎遠になっている名前ばかりである。
　それは、望んだことではなかった。
　離れて行く心を留めることは出来ない。ただ、それだけのことだった……。
「……」
　目的の人物の名前を見つけた靜羅は、うろ覚えの電話番号と照合した。
　改めて、自身の記憶力の良さに苦笑しながら、髪を掻き上げた。
　右手が、自然に電話へと伸びて行く。
　だが、間もなくして、それも断念した。
　関わることの出来なくなった、かつての友人。
　自身の問題だからと必要以上の関与を断った、優しい面差しが脳裏を過る。
　確かに、彼の決断は間違っていなかった。
　一つの恋をなくした。
　それだけの出来事だった。
　互いに愛し合っていた二人の恋を、傍観者として見守ろうと決めたことが失敗だったのか。
　あるいは、自身が負うべき罪だったのか。
　あるいは、総ての関係者に対する制裁なのか……。
　……確かな未来が約束されていたはずの人生が、完全に狂わされてしまったことは。
　思い返してみる。釈然としない気持ちを持て余すだけの、厳しい記憶を辿る。
　……あれは、事故だった。
　元はといえば、相手が仕掛けた争いだった。『藤蘿都』総帥の逆鱗に触れた結果、住吉学院の校舎の一部損壊という、爆発事故に巻き込まれただけである。
　……あれから、彼女とは会っていない。
　学校の修復作業が進む中、自身達は厳戒態勢の中での行動を強いられた。
　それから夏休みに入ったものの、遼の采配で今の学園に編入した。
　忘れることは、出来ない……。
　未だ過去に捕らわれていることに対して、漠然とした自責の念を抱きながらも、誰かに頼ることは出来なかった。
　頼るべき存在は、もうこの街にはいない。
　恋人も想い出も、友情も将来も、大切にしてきたもの総てを捨てて、彼は旅立って行った。
　そうして、帰れなくなった……。自ら帰ることを拒否してしまった。
　もうこの街に、彼の居場所は、安らげる場所は残されていないのかも……知れない。
　こんな冷たい街にいて、それでもこの街にいて、果たして何が出来るというのだろう。
　そんな折り、部屋の電話が静かなコールを始めては、家人を呼び出し始めた。
　徐にそれを手に取った靜羅は、ボタンを押して応対する。
「はい、藤妃ですけれども」
『並河と申しますが……』
「あ……並河君。
　どうしたの？　久しぶり……」
　懐かしい声……。
　浦和鮎美のかつての交際相手、並河英樹の温かな人柄を暗に示す肉声が、電話の向こうから聞こえて来る。
　２歳年上の彼は、心理学や精神分析に興味があり、その点では靜羅のよき話し相手だった。
『あ、靜羅さん？』
「ええ。どうかしたのですか？」
『ちょっと……色々とあってね』
「……」
『……ここにいる理由もなくなったし、帰ろうかなと思ってね』
「え？」
『あ、気にしないで。確約は出来ないから。
　ただ、思った以上にこっちの冬が寒いから、ちょっと弱気になっているだけだよ。
　うん……ただ、それだけだよ』
　気分が優れないのか。幾分小さく聞こえてくる声色に、靜羅は耳を澄ませた。
　電話の向こうから、どこかの病院のものと思われる、呼び出しのアナウンスが流れている。
「……並河君」
『うわ。やっぱりカードが減るのが早いな。
　愛媛は遠いなあ……。
　ところで、今はもう、彼女とは連絡を取ってはいないよね？』
「……ええ」
『大丈夫だとは思うんだけど、彼女とは何があっても、関わり合いにならない方がいい。
　間違いなく、あいつは君に敵意……殺意を抱いている。
　場合によっては、彼女を利用して、君に近づくかも知れない。
　もう、僕の手には負えなくて。遼君に相談して、何らかの手段を講じて貰った方がいい。
　だから、それを伝えたかったんだ……』
「えっ？　ちょっ、並河君！　並……」
　ツーッ、ツーッ、ツーッ……。
　カードが切れたのか。
　応答のない受話器を手に、靜羅はその場で茫然としてしまった。
「え……と」
　やがて、事態を把握した彼女の思考回路は、当然パニック状態に陥った。
「えー！
　ちょっと待って、えとお……」
　黒井透のことなど知る由もない並河が、何故そのようなことを言い出したのか？
　加えて、彼の最後の言葉、『手に負えない』理由なるものが、よく呑み込めない。
　……何かしら、黒井絡みで、危険にさらされるような出来事にでも遭遇した？
　しばらくの間、彼女なりに散々悩んだ。
　結果、このテの問題には、自身よりは多分詳しいだろう遼に応援を求めることにした。
　遼自身、浦和や並河のことは、よく知っている。
　少なくとも、遼は靜羅の近辺では、強い力を持つ能力者である。
　思い立ったら即行動！
　バタタタター……！
「遼！　ちょっと聞きたいことがあるの！」
　戸を開けると同時に、部屋に飛び込む。
　近江の驚いた顔を横目に、遼は「何かあったのか？」と呑気に尋ねる。
　そんな彼に食いかかるように、横の席を陣取ったのもつかの間。
「並河君から電話があって、鮎美さんと関わるなって」
「……なんだ。そんなこと。
　お前達のけんかの仲裁なら、御断りだからな」
　新聞に目をやりかけた遼の手首を掴んだ靜羅は、その手をぐいと引っ張った。
「ちょっ、靜羅！」
「それでね、私を狙って来るかも知れない」
「なんだ？　それ」
「よく解らない。でも、さっき電話でそう言われたの。
　彼女を手に入れるためなら、私でも殺しかねないって、……どういうことなのかなあ？
　ねえ遼、調べてみて。何かおかしいわよ。
　……それに、近江に調べさせていたことがあったでしょ？
　あれと何か……似てる気がする」
　そのことに気がついた遼は、途端に厳しい面持ちをみせた。
「……今迄これといった動きも見せなかった奴が、今頃になって動き始めたということか？
　並河君迄が、そう言って来ると……。
　そういえば、このことを全く知らない筈の神郷高校でも、ちょっと前に事件が起きてたな。
　もっとも、あれは公爵絡みだったけど。
　だったら、……近江」
「はい」
　姿勢を正す。
「今思えばだけど、あの頃も奇妙な心霊事件が起こっていたな。
　もう一度、あの事件を洗い直してくれ」
「はい。では、そのように手配致します」
「それから、今回のコレも徹底的に調べ上げろ。何か裏があるかも知れない。
　藤妃一族の直轄下で、これ以上勝手なことはさせられないからな」
　こんな時だからこそ、てきぱきと冷静な命令を下せる遼は、靜羅に取っても頼もしい味方であった。
「あ、それとね、このことを知っていたふうな人がいたの」
　その言葉に、遼は、考える素振りをみせた。
「北條靖幸とかいう、特殊神霊調査官か？」
「はずれ」
「嘘。ラッセル公爵だろう？」
「何で解るの？」
「話を聞く限りでは、彼も僕と似たような感じじゃない？
　ま、僕よりは、多少……かなり劣るかも知れないけど」
「な～に、寝言を言ってるのよ？
　絶対、ラッセル公爵の方が上を行ってるわよ！
　あんなに優しくて、素敵な人なんて、そうざらにはいないって！」
「惚れたか？」
　何かしら思惑を秘めているような、怪しげな遼の視線。
「な、何で？」
「顔にそう書いてある。
　ま、そのことは、今は後回しだな。
　靜羅。そう何度も言いたくはないんだが、自身の心位、自身で守り切れよな」
「うん。解ってる。こればかりはね」
「じゃあ、この件については、もう言うことはないな」
「うん。近江、悪いけど頼むわ」
　気分的にも落ち着いたのか。靜羅は、部屋に戻って行く。
　二人だけの室内に、しんとした空気が流れる。
「事件を洗い直すのと同時進行で、調べて貰いたいことがある。
　本当の意味での戦いは、これからなのかも知れない。
　近江、耳を貸せ」
　
「早苗ちゃんは……どう思う？」
「難しい問題ですわ」
　休み時間にて。
　靜羅は、隣でノートを閉じた堤に声をかける。
　端から見ると、堤の口調が丁寧過ぎるような気もする。
　だがそれは、単なる友達同士の会話に過ぎない。
　少なくとも、一般生徒の前では、この二人は親友なのである。
　近所に住んでいるという設定上、一緒に登校して来ることについても、特に疑問視する者もいない。
「もっともらしい理由がありませんもの。
　解っていることは、ことの真相を知っていると思われるのは、あの３人だけということで」
「待って。もう一人、公……雅君も、何かを知っている」
「彼がですか？」
　思いがけない名前に、堤は困惑の色を見せた。
　その時に居合わせた者でない限り、ことの真相は解らないはずである。
　その真相も、２年前の６月18日に、全て闇の中に葬り去られたのだから……。
「よく解らないけど、話を聞く以前から知っていたというのは、単なる偶然ではないと思う」
　確かに、財閥内の人間には箝口令がしかれている。彼らとの接点も見受けられない。
　その点を考慮すると、偶然そのことを知るということは、不可能に近い。
「……こうやってね、彼のことを考えてると、不思議な力みたいなものが身体中に満ちてくるような気がするの。
　何ていうのかしら。とにかく、護ってあげなければいけないような気がしてくるの」
　靜羅の熱っぽいその言葉に、堤は微かに眉を寄せた。
「よく解らないけれども、女性が護ってあげたいなんて、ちょっとおかしくありませんか？」
「そう？　ずっと以前に、こんな感じで誰かを護りたいと思っていた気がするんだけど……」
　そう述べた靜羅の言葉を、堤は深刻な顔で聞いていた。
　ピイーン……。
「……何？」
「靜羅様」
　堤も、何かに触発されたかのように、そっと周囲を見回し始めた。
　その行動が、何を意味しているのか。靜羅自身も理解していた。
　そんな時、どこか遠くの方で、いつか感じたことのある不気味な気配がしたような……気がした。
「まさか……」
　やがて、靜羅の視界に、ある男子生徒の姿が目に入った。
「……あれは」
「はい」
　二人の訝しげな視線の先には、別のクラスの生徒達の団体が、廊下を歩いている姿があった。
　教室移動だろうか。
　二人は、生徒達に混じって歩いていた、わりと長身の男子生徒の姿を追い始める。
　どこにでもいるような、特徴のない男子生徒の姿を……。
　彼女達は、目を付けた男子生徒に対して、『新興宗教の教祖のような、独特のカリスマ性を持っている人』という印象を抱いた。
　二人はその人物に見覚えがあった。
　遼からのトップシークレットで、『要注意人物だから、事情がはっきりする迄慎重に観察するように』と命ぜられていた人物、と思われる。
　確かに、彼からはそう言わしめるだけの雰囲気が漂ってくる。
　その人物は、二年前の住吉学院において、『心霊事件の解決者』と噂されていた黒井透と似たような境遇にあった。
　現在、この高校で頻繁に起こっている『不可解な心霊事件に関与しているのでは？』という噂の渦中にある人物。
　事実はともかく、その事件を解決しようと懸命に動き回っている、正義の味方……らしい。
　堤のみならず、靜羅も怪しいと睨んでいるのには、それなりの理由がある。
　かつての黒井透に抱いたような、マイナス的な影響力を察知して、悪寒戦慄を覚えたという事実。
　彼をその調査対象として見た時、加害者的に関与しているのではないかという結果も、藤妃内部では掌握している。
　彼女達は、常にその周囲に張り巡らしている特殊な結界によって、近辺の邪悪な想念に曝露されることはない。
　その結界内にあって、外部の邪念等を探知することは、そう滅多にない。
「……椎名様の仰っていたことは、このことだったのかしら……」
　思いついたように呟く堤。
　その言葉に靜羅は、ポケットに忍ばせていたファントム・クリスタルを取り出した。
「靜羅様、それは……」
「私の考えが正しければ……」
　丁重に密封してあった袋から、それを取り出した靜羅は、それに触れてみる。
　キラッ！
　一瞬、それが純白の光線を放った。
　次の瞬間、その光は彼女達のいる空間を器用にすり抜けながら、五芒星を作り上げるように彼女達を取り囲んだ。
「！」
　間違いない。星形に張り巡らされた、五芒星の結界の発生！
　その光の頂点をつなげると、周囲に正五角形を作りあげる、守護結界。
　それは、『藤源郷の輪廻神話』の神が用いたという、ある種の結界形成術に酷似している。
　五芒星とは、物質の中に霊的な光を見出す、魂の輝きを象ったもの、とされている。
　それだけではない。五芒星は一筆書きで形成出来る図形である。
　そのことから陰陽道では、閉ざされた結界を作り上げることで、邪気や魔の侵入を阻む力があるとされていた。
　だが、その根源にも『藤源郷の輪廻神話』が関与していることは、彼ら以外、誰も知らない筈……。
　五行説の根源は、森羅万象そのものである。
　『藤源郷の輪廻神話』で森羅万象を統べる至上神、聖主・麒邏神の加護を受けた印とされる五芒星。
　それは同時に、森羅万象神でもある麒邏神の監督下にある、といっても過言ではない。
　『惟神結界法』と称されるそれは、藤宮程の卓越した能力者でないと扱うことが出来ない。
　だが、それを見たのは、何も靜羅と堤だけではなかった。
　もう一人の目撃者は、僅かに舌打ちをして口惜しそうに彼女達を見つめていた、一人の男子生徒。
　異様な雰囲気を醸し出す張本人は、新たな結界が張られたこと位は、どうってことはないと考えていた。
　だがそれも、更なる邪魔物が彼の前に姿を現す迄は、の話である。
　二人に歩み寄っていったショートカットの女子生徒－鴻坂櫻－が、彼女達に話しかける迄は。
「靜羅あ。今度の休みに、藤薫寺に行ってみない？
　もちろん、椎名君も一緒だし、早苗ちゃんも一緒に！」
「は？」
　靜羅達の驚きをよそに、毎度ながらの闊達な話術は、周囲の不穏な雰囲気を吹き飛ばしてしまった。
　彼女自身にはそういった類の能力はない。
　だが、本人の気づかない所で、そのようなものを寄せつけない不思議な強さがあることを、靜羅は知っていた。
　彼女の不思議な迄の優しい明るさは、まるで、この地球を守る大気のよう……と思いながら。
　靜羅自身、そんな彼女の無償の明るさに、今まで何度も援けられていた。
　その本質を知らない彼女は、いつと何ら変わらない会話を繰り広げる。
「ほら、笙君って霊感強いみたいだから、何かあったら嫌なの～。
　解る～？」
　一通り言い終わった鴻坂は、その時になって、目を白黒させるばかりの堤と靜羅の様子に、ようやく気がついたらしい。
　その理由を、そっくり自身の解釈に置き換えながら、改めて詳しい話を始めた。
「あれ？
　……あ、ごめん。肝心なこと説明してなかったわ。
　何かね、藤薫寺の御守りって、魔除けにとっても効くって聞いたの。
　ま、そういうことなのよ」
　その言葉で、靜羅はようやくその話を理解出来た。
　靜羅は、例の男子生徒の不可思議な気配のことは堤に任せて、鴻坂とのやり取りに集中することにした。
「そういうこと……って、何か無責任な言い方ね。
　何か科学的根拠でもあるの？」
「ないけど、笙君の直感って、割と当たるのよ～。
　それにね、椎名君も何かを知っているような口ぶりだったの。
　ああ、そうそう！　藤薫寺詣では、椎名君が言い出したことなの」
「こ……雅君が？」
「うん。
　椎名君曰く、あの場所は『藤源郷の輪廻神話』の麒邏神が護ってくれているんだって。
　でも、その麒邏神ってどんな御方なんでしょうね。一度でいいから、会ってみたいなあ」
　胸の前で指を組んで、目をうるませた鴻坂は、完全に自分の世界に陶酔していた。
「……ねえねえ、櫻。
　まさかとは思うけど、あなた、『藤源郷の輪廻神話』の神々の存在を信じているの？」
「当然！　でなきゃ、そのテの話で、私もここ迄偉くはなれなかったわよ。
　私にとっての藤源郷は、魂の故郷みたいなものかな……って。本当は違うんだろうけどね。
　それに、書かれてある事柄の中に隠された真実が、自分の中にもあるような気がするのね」
「……」
「それに、何だか妙に、懐かしい気持ちになるのよね。
　総ては等しく調和していて、私達は一個の生命体から生まれて来た……そんな感じがね。
　仏教で言ってる『悟り』って、あんな感じなんだろうけど、まだ足りないような気がする。
　もっと、何か大きなものを知ることが必要なんじゃないかって、最近はそんなふうに考えていたりするの」
　鴻坂は真剣な面持ちで、熱っぽく持論を語る。
　その話から靜羅自身も、今後の世界の行く末を深刻に考える必要性を、改めて認識した。
　運命は、藤宮一族の手に委ねられようとしている……。
　次の瞬間、堤は、彼が明らかな敵意を含んだ視線を靜羅に向けたことに気がついた。
　……靜羅様を敵とみなす人物は、誰であろうと、この私が許さない。
　堤は自身に誓いながら、同時に周囲に張り巡らされた結界維持力に、改めて感銘した。
　だが、堤の脳裏を、とある疑問が掠めた。
　最高護衛官としての堤早苗には、それを見逃すことは出来なかった。
　この結界の張り方、只の人間に出来る訳がない。
　それにこの結界の保持力、まさに神格クラスの人間が成し得る技と見てもいい。
　……ラッセル公爵には、特殊神霊調査官以外に、何か裏があるのかも知れない。
　そして、靜羅様はこのファントム・クリスタルの力を見破っただけでなく、いともたやすく引き出すことに成功した。
　遼様に勝るとも劣らない、その的確な判別能力。
　その御様子からも、以前からそれを確信していらしたのに違いない。
　もしかすると、試験的にそれを顕現させたのでしょうか。
　……このことを、靜羅様はどうお感じになられているのかしら。
「行こうよー。靜羅ちゃあん。
　御菓子おごるから～」
「乗った！」
　……どうやら、交渉は成立したらしい。
「じゃあ、さっそく二人に言って来るね」
　鴻坂は、嬉々として教室を出ていく。
　その後ろ姿を見つめながら、彼女は唯一言、静かに、だが確信めいた口調で呟いた。
「……まるで、公爵に護られているみたい」
　堤は、その耳を疑った。
「靜羅様？」
　露骨に驚きの色をみせる堤。
　対する靜羅は、軽く笑いながら言葉を告げた。
「確かなことは言えないけれども、このファントムには、不思議な力が封じ込められているというこのは間違いないみたいよ。
　理由はどうあれ、公爵は私達を護ってくれようとしている。
　……彼を信じることにしましょう」
「……」
　何かに導かれたかのように席を立った靜羅は、堤を誘って、教室の中の窓辺に赴いた。
　間もなく、窓の向こうに見える風の姿を、彼女自身の目で追い始めた。
　さわやかな風が、辺り一面に流れ込んでくる。
「……堤。私、今迄ずっと考えていたことがあるの。
　私……今迄、本当に何も解らなかった。
　色々なことがあった時、遼ならばそれ相応の答を見つけられるのに、決断出来るのに……、どうして私にはそれが解らないのかな？　って。
　……本当は、雅君の言う通りだと思うの。
　私が知りたいと思うことは、全部私は知っているのよ。
　でも、それには多少個人差があるのよ。
　私の場合は、その時には解らなくても、後から解るようになっているのかも知れない。
　ただ、それを知るべき時期が来ていないだけかも知れない。
　もう少し時間が経てば、遼や櫻のように、あんなことも解るんじゃあないのかな……って」
　靜羅の言葉に、相づちを打ちながら。
「悟りの話、ですね？
　確かに、解る人には解ると思います。
　悟りとは、理屈抜きですんなりと呑み込めるものですから。何かをしていて、ふっとそんな気持ちになった時、それが悟りが開けた瞬間なのかも知れませんわ」
「そうね」
　小さく頷いた靜羅の顔に、いつもの穏やかさが戻ってくる。
「……公爵といて、色々なことを勉強した。
　音楽もそうだけど、確かに彼は巧いのだけど、それだけじゃない。
　……彼は、音楽にこめられた意味を、とても大事にしている。
　それを忠実に表現しようと努力してるから、あんなふうに素晴らしい演奏が出来るのだと、私は思う訳よ。
　管楽器、特にサックスは正直よ。私の心を見透かしてるんだもの。嘘はつけないわ。
　……この風のように、私の心を……ね」
　首筋をすり抜ける秋の風に、目を伏せるばかりの靜羅の心境は、決して穏やかではなかったのだろう。
　
「またひとつ、靜羅嬢に貸しを作ってしまいましたねぇ。公爵様」
　柱越しに聞こえる北條の肉声に、椎名は、「ああ」と小さく頷いた。
「さすがは靜羅嬢。勘がよろしいようで。
　あのファントムに練り込んでいた、『惟神結界法』を解放するなんて……」
　サングラス越しに、靜羅の様子を一瞥する北條。
　自身がしかけた小細工に、椎名も誰も気がついていないことを、愉快に思いながら。
　だが、そのようなことはおくびにも出さないまま、椎名の次の言葉を待つ。
「北條さん。……あなた、何を企んでいるんですか？」
「……さあ」
　疑いの眼差しを向ける椎名の双眸に、北條は一瞬、麒邏神のそれを垣間見たような気がした。
「何も、企んでなんていませんよ」
　既に、彼女の持つ結界の直接の主の正体を、北條は知っていた。
　その結界の主人は、双子の兄、藤妃遼だということは。
「とにかく、今後も彼女を見張っていて下さいね。公爵様……」
　静かに立ち去る北條の胸中に、一つの確信が芽生えていることに、椎名はまだ気がついてはいない。

　
　
　　　　第３章　　藤薫寺詣で
　
　
「雨かよー、ついてないな」
　藤薫寺詣で当日。
　その日は秋雨前線通過中という、悪天候に見舞われた。
　待ち合わせ場所である駅構内で、矢萩と鴻坂と椎名の３人は、まだ来ない靜羅を待っていた。
　そんな折り、携帯電話の呼出音に気がついた椎名は、席を外した。
「どうやって行くの～？」
「う～ん。公共機関にも限界があるしな……」
　一応、近く迄はバスも出ている。
　矢萩としては、天気の回復に賭けたいらしい。
　鴻坂自身、天候の乱れは気にならないらしい。
「笙君。別に天気が悪くてもいいじゃない。
　靜羅が、Rolls-Royce-SilverSeraph5.4とか、Bentley-ARNAGE・GF-BLで来る筈だから！」
「私用で使える訳ないでしょ？　あんな最高級車……」
「それもそうよねー……って、あれ？　靜羅、いつ来たの？」
　振り返った鴻坂の視界には、来たばかりらしい靜羅の呆れ果てた顔があった。
「さっき来たの。
　早苗ちゃんは、御家の方で抜けられない用事が出来たんですって。
　それにBentleyは遼達が仕事で乗っていったらしくて」
　休日ともなると、遼は仕事のつき合い等で、毎週のように色々な所に出向いている。
　だが、今回のそれについては、何も聞かされていなかった。
　そのことに対して、靜羅はある種の疑問を抱いていた。
「あれ、遼君、都合が悪かったの？
　残念！　ぜひ御一緒したかったのになあ」
「櫻、あなたには矢萩君っていう、いい人がいるでしょ？」
「靜羅だって、ほら、ここに椎名がいるじゃない？」
「どこに？」
　……彼はまだ話し中だった。
　間もなくして、電話を終えたらしい椎名が戻って来た。
「何？　雅君？　どうしたの？　……何か、高校生らしくないけど」
　白のワイシャツに、淡い色彩のネクタイ。すっきりとしたネイビーのスラックスと黒の革靴。
　見るからにサラリーマン風の出で立ちに、靜羅は驚くばかりである。
　だが、当の本人は、一向に気にしている様子はない。
「仕事……いや、英国紳士としては当然だと思うけど」
　直後、椎名は、好奇心の塊のような鴻坂の視線にぶち当たった。
　矢萩から寄せられた、鴻坂への注意点を思い出した椎名は、小さく舌打ちする。
「え？　椎名君って、英国紳士なのに日本で高校生してるの？
　ああ、ハーフだからイギリスの名前があるわよね？　何て言うの？」
「……Arthur William Russell,12th Duke of Canterbury……」
　日本語では言わない。意味を知れば、彼女のことだから狂喜乱舞するに違いない。
「うきゃあ！　すんごくいいじゃないのう！　何でそっちの名前じゃないの？」
「日本名の方が、性に合っているからでしょう？」
　聞き慣れた声がする。……一度聞いたら、忘れられないような……。
　声のする方を振り返った椎名は、次の瞬間、硬直した。
　その男性は、唖然とする椎名に歩み寄ると、実に紳士的な振舞いで歩みを止めた。
　小さく会釈しながら。
「これはこれは、公爵様に皆様方。珍しい所で御会いしましたね」
　
「すみません。こんなこと迄して頂いて」
「いいえ、今日は私もオフですから」
　約一名を除いて、皆して御機嫌な、北條の愛用車セルシオの車内にて。
「オフの人間が、何だって駅の構内で、これ見よがしにつっ立っていたんだろうね？」
　約一名に数え上げられる椎名は、腕組みをしたまま、厳しい視線を北條に投げかける。
「第一、電話……かけて来たでしょう？
　何でそう、回りくどいことするかなぁ」
「ほら、あなたが私の横にいるものだから、公爵様が嫉妬していますよ」
「北條さん！」
　椎名の厳しい声が、背後から発せられる。
　靜羅としては、北條の言葉に動揺する椎名の心中を計りかねていた。
　内心、そうであったらいいな……と、殆ど不可能なことを考えながら。
　だが、そんな小さなときめきは、鴻坂の思いがけない発言にかき消される。
「北條さんって言いましたっけ？
　どうして椎名君のこと、公爵様って呼ぶんですかあ？」
　その質問に関しては、椎名がそれ以上話したがらないことに、端を発しているらしい。
「私よりも、直接本人に聞いた方が早いと思いますが。
　……ああ、公爵様は秘密……慎ましやかな御人柄ですから、言い出しにくいとか。
　英国の名門公爵家の御血筋なのです。そうでしたよね？　ラッセル公爵……」
　バックミラー越しに、北條は椎名の困惑した様子を捕らえる。
　同時に、車内であるのにも関わらず、狂喜乱舞している鴻坂の姿に微笑した。
「うっきゃあ！　椎名君って公爵家の御方だったのお？　じゃあ、靜羅と同類じゃない！」
「何で？」
「靜羅だって、世界に名高い藤妃財閥の重鎮だもの！
　それでなくてもあれでしょう？　藤妃家って、由緒正しい家柄だもの」
「さああ、それは解らないわよ。あんな遼でも、ちゃんと当主としてやっていけるんだから」
「そんなものなの？」
「そんなものなの」
「……皆さんは、信心深いんですね。藤薫寺詣でだなんて」
「信心というより、企画者は椎名君なんです。困った時の神頼みなんですよぅ」
　北條は、発案者が椎名ということに興味を示した。
　彼のすることに間違いはないだろう。
　そんな北條の固い信念は、時として、かの存在を彷彿とさせる。
　だが、今回は、そのことよりも。
「御寺で神頼みですか？　面白い企画ですね。
　藤薫寺や『藤源郷の輪廻神話』については、そう詳しくはありませんけど、関連性があるのならば、それはそれで興味深いですね」
　さりげない疑問を加えた北條は、櫻の陰謀で助手席に乗せられた靜羅を一瞥した。
　相変わらず鋭い光を放つ靜羅の視線を、北條は運転に集中しているフリをして避けた。
　ふと彼は、その視界に、四国遍路独特の白装束に遍路笠、金剛杖を携えた一人の男性の姿を捕らえた。
　視界の関係上、靜羅にも遍路が行脚していることは解った。
「靜羅さんは、お遍路さんの白装束について、どう思いますか？」
「……と言いますと？」
「かの空海でさえ、遍路の時には法衣を纏っていたといいます。同様に、僧侶も黒い法衣を。
　密教の先駆けとなった雑密……修験道の行者でさえ、遍路のような特異な白装束は纏わない。
　遍路の白装束は死に装束。この四国が、『死の国』とされてしまってから、早……千数百年。
　この真実に気がついている方は、それほど多くはないと思っているのですが……」
　信号待ちの間にも、雨足は速くなる。
　ワイパーをハイにした北條は、同時に、その漆黒の双眸を伏せた。
「つい先日、偶然手にした書籍から、私は確信しました。
　真実は、永き眠りから覚めようとしています。『藤源郷の輪廻神話』と共に……ね」
　瞬間、靜羅の表情が凍りついた。
「……北條さん。あなたは一体……」
　表情一つ変えない北條の双眸は、遥か前方を見据えていた。
　信号が青になったらしい。前方にいたエスティマのブレーキ灯が消えた。
　それに従うように、北條もブレーキから足を離した。
「ただの獣医ですよ。
　趣味で色々な情報網を持っていますが、『藤源郷の輪廻神話』については、人並み程度の知識しか持ち合わせていません。
　あれには、何かと不吉な噂が飛び交っているようですからね……」
　その『不吉な噂』の真相を知っている靜羅は、ひたすらに沈黙を守った。
「そういえば、『藤源郷の輪廻神話』の発祥地も、この辺りなんでしょう？
　何か、不思議な縁を感じませんか？」
「縁ですか？」
「この『死の国』に女神はいるのでしょうか？
　『藤源郷の輪廻神話』での冥界の女神、麒邏神の奥方だったという靜霞媛様は……」
　
　藤薫寺に着く頃には、既に雨もやみかけていた。
「きゃーい、到着ー！
　行こ行こっ！　笙君！」
　鴻坂などは、嫌がる矢萩を「照れ隠しね」と笑いながら、無理やり引っ張っての相合い傘である。
　そんな彼女は、実に意気揚々と、本堂の方へと歩いて行く。
　後方を歩く北條は、表面上の笑みを浮かべていた。
　時に、空を見上げながら。
　椎名は靜羅の勧めから、彼女の傘に入っていた。
　……当然、彼らの場合は、両人の合意の元に、である。
　靜羅としては、自ら誘ったのにも関わらず、隣に椎名がいることが気恥ずかしいらしい。
「あの二人、相変わらずやってるわねえ」
　椎名は、その言葉に秘められた意味を知らない。
　彼は、あくまでも傍観者の姿勢に徹していた。
　彼の態度から靜羅は、賑やかな友人達を引き合いに出したことの意味を、ささやかな主張を理解していないことに気がついた。
　たとえ相手が調査対象人物であれども、その心理を全く理解していない所も、彼らしい。
　確かに、最近感じ始めていた違和感の正体さえも、何ら解らない状態が続いている。
　そんな最中、予定外の雨模様に見舞われた……。
　彼の隣に並んで歩く、ということは嬉しくもある。
　だからといって、その心中を打ち明けることには、戸惑いを感じている。
「何故、藤薫寺詣でを？」
「ここに来たかったから」
「どうして、私も誘ってくれたの？」
「……あなたとは、友達みたいなものだから。
　学校やレッスン以外での付き合いがあってもいいのでは、と思って」
　淡々としたその口調は、話題作りが苦手という、ある種の欠点に近いものがあった。
　その頃になって、椎名は会話に行き詰まって来たことに、ようやく気がついたらしい。
　椎名を援護するように距離を縮めた北條は、さりげない素振りで声をかける。
「二人とも、どうかしたのですか？」
「何でもないです」
　素っ気なく答えた椎名の顔色を窺うように、北條はその横に並ぶ。
「……私はその辺をうろついていますから、どうぞお気になさらずに」
　その言葉に、どのような意味を含んでいたのか。彼は、すたすたと先を歩き始めた。
「もう一つ、質問。
　……雅君は、好きな人とか、彼女とかいるの？」
　椎名には、その質問の理由が解らなかった。
　むしろ、それも調査の一環なのか、とも思ってもみる。
「友人はいるけど。ほら、櫻ちゃんとかあなたとか。でも、特定の人はいない。
　でも、何で又、急にそんなことを？」
「……いなかったら、立候補しようかな、なんて」
　そう述べた直後、靜羅としては、単なる冗談だと笑い飛ばすだけの気持ちがあった。
　だが、椎名の方は、そんな靜羅の様子を黙って見据えていた。
　その面持ちは、まさしく真剣そのもの。
　冗談だと言い出せないような、緊迫した雰囲気に靜羅は困惑した。
「……それ、冗談だよね？」
「え？」
「あなたは解っている筈だね。藤妃財閥の人間ならば」
　一瞬、靜羅は自身の耳を疑った。
　椎名の神経質そうな瞳を見つめ返す。
　それはいつになく、深く蒼い翳りを満面に湛えていた。
「……何、を？」
　その場に立ち止まった靜羅。
　スローモーションで振り返る椎名は、俯き加減の視線もそのままに、彼女が差しかけていた傘をそっと手に取った。
「僕は……あなたがそう望むのであれば、護ってあげられるかも知れないけれども……」
　軽く小首をかしげる靜羅。
　その言葉は、期間限定の約束めいた響きを含んでいた。
　だが、しっかりと彼の目を見ることで、彼女は彼女なりの誠意を示した。
　そして、次の言葉を聞く心積もりのあることを、その瞳で意思表示してみせた。
「表向きはどうあれ、今は、特殊神霊調査官だから。
　あなた達ならば、我々のしていることを解っている筈だよ」
「……雅君……」
「ラッセルの名を捨てた訳ではないんだ。
　日本名を名乗っているのは、調査官としての使命のため。
　それ以外の理由は、何一つない。
　実をいうと……僕は、北條さんと共に、ある使命を果たすためだけに生きることを赦された存在なんだ」
「使命？
　それは、教えては貰えないの？」
　椎名は、その言葉に顔を上げた。
　だが、緊張感の残る面持ちのまま、静かに首を横に振った。
「……解ったわ。
　けれども、今のあなたは椎名雅春君であり、ラッセル公爵でもあるのでしょう？
　だったら何も聞かないから」
　傘をたたみながら、靜羅は小さく俯いた。
　樹々の葉からこぼれ落ちる雨露が、微かな木漏れ日に微かな光を放ち始める。
　それを視界に留めた靜羅は、ふっと……静かに微笑んだ。
　雨雲の透き間から、さあっと秋の光が差し込んで来ては、辺り一面を明るく照らし始めた。
　その時、藤薫寺を明るくしたのは、雨の滴や太陽の光だけではなかった。
「よっ！　我が愛しの靜羅ちゃあん！」
「……」
　しばしの沈黙の後、藤薫寺の庭先に大音響が響き渡ったのは、言う迄もない……。
　
「あ、遼君じゃない！　どうしたのお？」
「やあ、櫻ちゃんに矢萩君。いーねー、仏像でも拝みに来たのかなあっ！」
　藤妃家の御当主、藤妃遼の登場である。
　結果的に、彼は約一名の反対派との間で、実に熾烈な戦いを繰り広げることと相成った。
「ちょ……遼。
　今日は松山で仕事じゃなかったの？」
「あんな交渉なんて、叔父貴一人で十分。
　あ、もしかして車がなかったからか？　車検だよ、車検」
　突然現れた遼に対して、椎名はあくまでも初対面を装っていた。
　その演技に気がついた靜羅は、改めて彼を紹介する必要性に気がついた。
「あ、雅君。これが兄の藤妃遼です。
　遼。こちら、サックスのレッスン講師の椎名雅春君。でーも、同・級・生、なのよ」
　改めて紹介された椎名を、じっと見つめる遼。
　その双眸には、特殊能力者の癖ともいうべき、相手の実相を見極めようとする独特の鋭さがあった。
　だが、そうしていることを、勘の鋭い椎名が気がつかない筈はない。
　真意を悟られる直前、遼は話題を変えることで彼の注意を逸らした。
「ああ、あなたが。妹から話には聞いていました。
　兄の藤妃遼です」
　改めて軽く会釈をする。
　椎名も律儀に挨拶をしては、椎名の名前での自己紹介をする。
「もう一言欲しい所だけど、まあいいや。
　で、今日はなんで又、そんな方迄この藤薫寺に？」
　遼としてみては、あることを確かめるために、敢えて質問してみる。
　それを知ってか知らずか、椎名は椎名で、丁寧に返答する。
「……近頃、周りで色々な怪事件が起こっているので。
　僕自身、少しですが霊感があって、何かと気になって仕方がないのです」
「なるほど。僕も御一緒していいですか？」
「何で？」
「暇だから」
「あ、あんたねえ！」
「靜羅、そう固いこと言わないの！　遼君だったら大歓迎よ！」
「櫻……いいかげんにさ、俺のことも考えてくんない？」
　やや消極的な矢萩の発言に、鴻坂は小さく舌を出した。
　ふと、前方を歩いていた北條が、その歩みを止める。
「……」
　振り返った先の、椎名に視線を向けた。
　やはり……あなたは、何も気がついてはいないんですね。公爵様……。
　そうして、恐らく彼女も……。
　あることを懸念しなから、彼は歩き始めた。
　だが、その歩みは、おぼつかない足取りの少女に阻まれた。
　『もしや』と思いつつも、『人違いか？』と目を疑う。
　それでも、その少女を、見間違えるはずがない。
　……僧伽・北驪としてならば、その少女の実相に触れることが出来る。
　歩み寄る少女にそっと手を差し延べた北條は、そのまま彼女の震える身体を支えた。
「どうか……したのですか？
　こんな所に迄、御来駕なさるなんて」
　よもや、異変が……。
「……叔父様！　私、どうすれば……！」
　にわかに舞い上がるつむじ風。
　見慣れないそれに怯えるように、少女は、茫然とする北條にその身を委ねた……。
　
　一方その頃。
　桐生住職に招かれた一同は、寺務所の奥でお茶と菓子をいただいていた。
「そうかいそうかい。いやー、遠い所からよう御出たのう。
　ささ。まあ、茶でも飲みながら身体を温めなされ。
　秋雨は、一雨降る毎に、秋の涼気を深めるからの……」
「ありがとうございますー。
　あれ？　北條さんは？」
　彼がいないことに真っ先に気がついたのは、いい男には目聡い鴻坂だった。
　表向き初対面という設定上、遼は「誰、それ」と問いかける。
「背が高くってねー、切れ長の目元がとっても素敵なねー、純日本風の端整な顔だちのねー、椎名君の友達のセルシオの君よねええ。靜羅ぁ」
　語尾を伸ばしながら、豪語する鴻坂。
　そんな彼女のたしなめ役は、当然、矢萩である。
「はいはい。そうだな、櫻。
　でも遼君にも伝わってるみたいだから、説明終わろうな……」
「でもお、せっかく乗せてきて貰ったんだから……」
「あ、何かその辺うろついてるから、気にしないで欲しいって言ってたけど」
「あ、そうなの？
　それじゃ、気にしないでいましょ」
「……」
　内心椎名は、それでも一声かけるべきだったか、と後悔していた。
　茶菓子もおいしくいただいた一同は、改めて礼を述べる。
「ところで、さっきから気になっとるんじゃが、そこの金髪の……」
「……椎名、です」
「ほうほう。椎名殿か。すまんのう。年を取ると物覚えが悪うての……。
　じゃがの、わしはおまえさんがいつ来るか、いつ来るかと楽しみにしておった。
　ほんに、そっくりじゃのう……」
「え？」
「この修羅の世に、よう御来駕なされたの。
　然るに、宮家を継ぐことの出来ない宿命……。
　二人の姉君は、それぞれの家督を継承するが故に、今は奔放に生きておいでのようじゃの」
「……」
「いずれにせよ、今世こそ総ての因果から解脱して、まことの生を生きることが叶うであろう。
　その時迄、御身大事にのう……」
　桐生の言葉に、椎名は確信を持つことは出来なかった。
　だが、その預言めいた発言に、椎名は彼の実相を視たような気がした。
「ちと待っててくれんかの。皆さんに渡さねばいかん物があるんでのう」
「住職？」
　その言葉に、遼が即座に反応した。
　直感的に、『藤源郷の輪廻神話』にまつわる何かではないか、と思った。
　それほどの重要性はないにしても、『藤源郷の輪廻神話』の解明につながるものであるならば、警戒する必要がある。
　そんな遼の困惑を知ってか知らずか、桐生は小さく笑うと、首を横に振った。
「これも何かの縁じゃ。
　遅かれ早かれ、こうなることは解っとった。
　そのために、この桐生家は藤薫寺を守ってきたんじゃよ。
　何、すぐ戻ってくるわい」
「……」
　徐に席を立った桐生住職は、小さな背中をかがめて部屋を出ていった。
　
　程なくして帰ってきた彼は、小さな桐箱を数個、盆に載せて帰ってきた。
「これは……」
　箱を眺めながら、遼はその正体を尋ねた。
「初めてみるものかの？」
「はい」
「ほう？　……まあ、それも仕方なかろう」
　徐に箱を手に取る桐生。
　端から見ると、とても無作為に見受けられる。
　だが、それぞれの箱には、かなり掠れてはいるが、覚え書きが書かれていた。
　それを確認した桐生は、ひとまず、鴻坂と矢萩に手渡した。
「これはの……将来、お前さん達の役に立つものじゃから、大切に取り扱うんじゃぞ」
「はい！　ありがとうございますぅ」
「少しは遠慮しろよ！　櫻！
　本当にいいんですか？」
「いいともいいとも。
　本来の持ち主に返すのじゃから」
「？」
「それから……椎名さんや。
　お前さんはこれじゃの」
「ええ。今迄ありがとう存じました」
　椎名は、既に箱の中身を知っているらしい。
　受け取った箱を大事そうに抱えながら、必要以上に口を開かない桐生の心配りに、心の中で礼を述べた。
「遼君に靜羅ちゃんや……。
　ひとまず、大切な御役目が一つ、終わったようじゃよ」
　二人を呼び寄せた桐生は、二つの箱を差し出した。
「皆に一つだけ忠告をしておくがの、うかつに封印を解いてはならぬぞ。
　器にそぐわない力を身に降ろせば、魂魄が……霊の魄が神の魂を呑み込むことがあるのでな。
　いずれにせよ、魂の居所を大切にせねばならん。
　真実とは、常に魂の内なる虚空……深淵にあると心得ることじゃ」
「はい」
　
　それから５分程経過した頃。
　それぞれに貰った箱を大事に抱えながら、一同はその場を後にした。
　
　一同が寺務所を出た直後。
　北條も、裏手側の小さな脇道から、何事もなかったかのように現れた。
　だが、その様子は、先刻のそれとは大きく異なっていた。
「……どうかした？」
　椎名は、一番に彼の異変に気がついた。
　だが、その詳細を尋ねるには人目が在りすぎる。
「今日は、先に帰らせて貰っていいですか？」
「北條さん、どうかしたのですか？」
　靜羅の心配そうな声色にも、北條は動じない。
　当たり障りのない言葉で、それ以上の介入を拒否した。
「元々予定外だったんだから、別に構わないけれども。運転は大丈夫？
　何なら僕が……」
「それは……」
　椎名の申し出を制した北條は、僅かにその顔を上げた。
　次に、心配そうに見つめる靜羅に視線を投げかける。
「本当に大丈夫ですよ。
　それでは皆様方、申し訳ありませんが、先に失礼致します」
「御気をつけて」
「はい」
　僅かに会釈した彼は、ゆっくりとした足取りで、駐車場へと向かって歩き始めた。
　
　車に乗り込んだ後も、北條は、ぼんやりと前方を見据えていた。
　その思考回路は、一人で詮議しなければならないことの重大さに、痛みを覚え始めていた。
　だが、そんな注意力散漫の状態で運転する訳にはいかない。
　取り敢えず、気持ちだけでも落ち着かせなければ、と自らに言い聞かせる。
　ふと、先刻の少女の姿が脳裏を過ぎる。
　同時に垣間見た、全く別の存在に対す真意に気がついた彼は、苦笑する。
　誰にも打ち明けることのない真実だけをその胸に秘め、あなた達は、今でも無意識で生きているのに違いない。
　世の中の動向は、そんな昔話に心を浸らせてくれる程、甘くはないと解っていながら。
　
　結果的に、近江の車で立ち寄った遼が、一同を送り届けることと相成った。
　
「靜羅が？　あーの、ラッセル公爵のことを、かあ？」
　靜羅の中に芽生えた、小さなときめきの正体。
　そのことが遼の耳に入ったのは、藤薫寺詣でから３日後のことだった。
　書斎で仕事をしていた遼は、敢えてその手を休めて、堤からの相談に耳を傾けていた。
　だが、彼自身、椎名に対する知識はプロフィール程度でしかない。
　本人についても、藤薫寺で会った時の印象しかない。
　そこに至る迄のいきさつを知ることは、困難を極めるものだったのだが。
「靜羅もお目が高い。相手は名門の公爵と来たか……」
　彼は彼で、露骨な迄に笑い転げる。
　対する堤は、真剣な面持ちで、『笑い事ではありません！』と詰め寄った。
　その時になって、遼は初めて、堤が椎名のことを快く思っていないことに気がついた。
　困惑したように目を伏せる彼女に、さすがの遼も小さく吐息した。
　確かに、椎名雅春ことアーサー＝ラッセルには、不思議がつきまとっていた。
　密偵に調査させてみた所で、明確な答えが出なかったことも、一度や二度ではない。
　その霊能力もさることながら、人間として生を受けた意識体が持つべき霊的人格・気質も、中々見極められない。
　その上、裏付け調査は困難を極めている。
　あげくの果てには、特殊神霊調査官と来た。
　『絶対、何か裏がある』ことは、靜羅自身もよく解っている筈。
　一応、『藤蘿都』では、彼らに対して、差し支えのない程度の極秘情報を提供している。
　今の所は、ケース・バイ・ケースを保っている。
　だが、彼らから寄せられてくる情報の中には、有力なものが容易に見出せない。
　『藤蘿都』内部では、彼らの扱いを慎重視する意見が上がりつつある。
　それを踏まえた上での本来の目的、『彼らが取り組んでいるものとは』という事柄に関しては、いまだ不透明なのである。
　それを知りたいと思い始めていた矢先に受けた、この相談。
　知れば知る程、謎めいてくる。
　椎名と北條こそが、藤宮一族に取って要注意人物ではないのか、とさえ思い始めて来る。
　だが、それでも彼は、敢えて靜羅に賭ける心づもりだった。
　椎名との関係で、彼女の心の傷が少しでも癒えれば……と、虫のいいことを考えながら。
「……そうだな。もうしばらく、様子を見てくれないか。
　靜羅だって、藤妃の人間だ。ちゃんと解っている筈だ。
　あの子は、僕達が思っている程子供じゃない」
　そう述べた遼は、静かに目を伏せた。
「お言葉を返すようですが、靜羅様は、あなた様とは違います。
　少なくとも、靜羅様の成長するべき気質等の殆どが、あの時から停滞しておられます。
　あんなに優しくされたら、肝心な所で決断するべき諸々の判断力を鈍らせてしまいます。
　そうなってからでは……」
「あの子が本当に立ち直ったきっかけが、公爵の優しさにあったのならばそれはそれでいい」
「遼様！」
　彼はくるりと回転椅子を窓辺に向けては、堤の視界から目を逸らした。
「僕は靜羅を信じたい」
「それは私も同じです」
「だったらさ……堤。
　仕事での体裁なんて抜きにして、あの子を信じてあげるべきだよ。
　あの子は、僕達を裏切るようなことはしない。
　何のために、あの子に鑑識眼が備わっているのか、その辺の所を考えてほしい」
「遼様……」
「これからも、二人のことを見守ってくれ」
　降りしきる雨が窓ガラスを濡らす頃になっても、二人の会話は、いい方向には進展しそうになかった。

　
　
　　　　第４章　　斜陽の媛巫女
　
　
　長かった中間考査も終わり、吹奏楽部員に召集がかけられたのは、その日の放課後のことだった。
　簡単な説明の後に、黒板には『練習は１時30分』という決定事項が、黄色のチョークで書き込まれた。
　昼食を摂るために、手狭な音楽室から散って行く部員達。
　そんな彼らを横目に、音楽室の一角を陣取っていた人物がいた。
　賑やかな鴻坂と靜羅。少し控えめな堤。おまけ的存在の矢萩、の４人である。
　そして彼らは、いつもならば、嬉し楽しの雑談を交えた昼食になる筈……だったのだが。
「あれ、椎名じゃないのか？
　椎名、どうかしたのか？」
　音楽室の前をうろついていた椎名を見つけたのは、たまたま顧問に用事を頼まれて、席を立った矢萩だった。
　その固有名詞に、靜羅は条件反射的に反応する。
　思い掛けない出来事に遭遇してしまったわといわんばかりに、きょとんとした面持ちのまま、バッグ片手に静止状態。
　一方の矢萩は、躊躇しているらしい椎名の様子を怪訝に思った。
「ん？　どうした？」
「いや……ちょっと」
　言葉を濁す椎名のそれを、照れ隠しと判断した矢萩は、敢えて靜羅を呼び出した。
「靜羅ちゃーん。彼氏が御呼びだよ！」
「矢萩！」
「笙君ってば……。ああ、ちょっと待っててね。
　靜羅、何ぽーっとつっ立ってんのよ。ほらほら、待ってくれてるんだから」
　鴻坂に肩を押されて、靜羅は我に返った。
「彼氏がお待ちよ」
　即座に恋人説を否定した彼女は、ぎくしゃくとした足取りで音楽室の入口に赴く。
　とにかく挨拶しなければ……ということで、靜羅は緊張した面持ちで、軽く会釈した。
「……こんにちは」
「どうも」
「変な会話だな。
　それって恋人同士の会話じゃないよ。二人とも、自然体でいいんだよ」
　横でぶつくさ呟き続ける矢萩の文句にも、靜羅はめげない。
「これから御昼なの。良かったら一緒に……」
「ん……。それは構わないけど、その前に用事があってね。
　非常勤講師として、入部希望をしたいんだ。部長はいる？」
　靜羅は一瞬、意外そうに驚いてみせた。
　一応、室内を見直して該当人物を捜す。
「……部長、こちらの方が御呼びですわよ」
「はいはい。何でございませう？
　何？　入部希望者？」
　一人の男子生徒が引き返してきた。
　彼を見た椎名は、恐る恐る、その真偽を尋ねた。
「……もし？　矢萩が？　そうなのか？」
「おう！」
「……言うんじゃなかった」
　椎名の入部は、北條からの提案だった。
　よもや、この男が部長だったとは。
「椎名、やっぱりあれか？　いつも彼女の側にいたいってやつう？」
「えっ！　そうなの？　椎名君。きゃーっ！　すごおい！
　案外積極的なのねえ。見かけによらず」
　鴻坂も、騒ぎを聞きつけて駆け寄って来た。
　だが、椎名のうろたえようが尋常ではないのは、誰の目にも明らかだった。
「そ、そんなんじゃないってば！　ちょっと……」
「ちょっと……なあに？　椎名君」
　椎名の言葉はともかく、詰め寄る鴻坂をさりげなくたしなめるのは、いつもながらに靜羅の役目である。
「櫻、あんまりいじめたら、雅君がかわいそうじゃない。
　そうそう！　私ね、楽器屋さんに行きたいんだけど、付き合ってくれるかなあ」
「……うん」
「じゃあ、今から行ってもいい？　まだ少し時間があるし……」
　靜羅は、微妙な真意を送った。
　それを察知した椎名は、「じゃあ、行きましょうか」と告げては、冷やかす矢萩達の声を背に受けながら、音楽室を後にした。
　
　駐車場に出てから間もなく、靜羅は、はたとその歩みを止めた。
　怪訝そうに声をかけた椎名は、その時になって初めて、その視線の先にいた他校生の存在に気がついた。
　その慧眼で彼女を探る。
「お久し振りね。藤妃財閥の御嬢様」
　刺々しい口調。彼女から放たれる……禍々しい邪念。
　靜羅の厳しい面持ちは、浦和の内に潜む想念に対する防衛本能の顕れだった。
「わざわざここに出向いてきたのには、理由があるの」
　何かを言いかけた靜羅の言葉を、招かれざる女性は当然のように遮った。
「今更、隠し通そうとしてもだめよ。
　彼……命は取り止めたけど、脳挫傷で意識不明の状態が続いているの。
　何とか言ったらどうなの？　病院の関係者に命じて手術に手を加えさせたの？
　それ位のこと、藤妃財閥の権力で、どうとでも出来るみたいだしね……」
　辛辣な内容で彼女を責める所から、椎名には、それが浦和鮎美だと理解出来た。
　北條からの情報通り、そのことについて、彼女は何一つ聞かされてはいなかったのだろう。
「……どういうこと？　脳挫傷で植物状態？」
　震える声で尋ねる彼女の姿は、事件の真相を知る椎名の目には、痛々しいと映った。
　同時に、靜羅の動揺が周囲にはびこっている邪気の活性化につながること、その深層意識を集中攻撃することも理解していた。
　ここにいてはいけない。
　この場所は、この街の裏鬼門。下手に邪念を集める危険性がある。
　案の定、靜羅はショックの余り、その場で硬直してしまっていた。
　彼女の肩にそっと手をかけながら、椎名は「行こう」とその歩みを促す。
　椎名は、今にも倒れそうな彼女を支えながら、ゆっくりと歩き始めた。
　だが、それを黙って見逃す程、敵も甘くはなかった。
「待ちなさいよ！　逃げる気！」
　その言葉に対する返答という名目で、椎名は、彼女と向き合う機会を作った。
　だが、周辺にはびこる邪気を完全に抹消することは出来ない。
　……せめてここに、北條さんがいてくれたら、と思いつつ。
「誰も逃げたりなどしない。
　あなたごときの弱い存在で、彼女を敵に回すことは自殺行為だ」
　その言葉で、ようやく靜羅の意識は機能し始めた。
　同時に、彼の取った手段は間違っていないことも、解りかけていた。
　
　学校の敷地内を出た所にある、小さな交差点にて。
　黙々と歩き続けた椎名が、ようやくその重い口を開いたのは、歩行者用信号の赤色の灯火が点滅し始めた時のことだった。
　それと同時に、右方向から走行するマークⅡが、交差点キリギリに滑り込んで来る。
　教習所の車らしい。教官が運転している所を見ると、観察教程なのだろうか。
「突然、驚かせてごめん。
　でも、ああでもしなければ、罪のないあなたが責められるから……」
「……」
　眼鏡の奥の瞳を揺らした椎名は、そのままそっと俯いた。
「教室に帰ったら帰ったで、矢萩達が騒ぐと思って……」
「……」
「他にも部員が残っていたようだし、変に勘ぐられると、事後処理が大変だろうと思って」
「……ええ、まあ……」
　その時になって、靜羅はようやく、返事らしきものを返した。
「靜羅ちゃん。……ちょっと、付き合って貰える？」
　
　椎名が案内したのは、学校の近くにある病院だった。
　午前中の診療は終わっているらしい。
　人もまばらなその場所に、椎名は平然と入って行く。
　靜羅の方は、それでもまだ放心状態が続いていた。
　彼女を待合室の椅子に座らせた彼は、近くの自動販売機で温かな飲み物を買い求めた。
「少しは落ち着くかな……」
「……ありがとう……」
　その深刻な面持ちだけは、依然として変わらない。
　椎名は、その横に腰を下ろした。
　思い詰めた表情を崩さない靜羅を優しく見つめながら、
「別に何も聞かないから……。
　誰だって、思い出したくないことの一つや二つ、あるんだろうから……」
　椎名自身、その副業の関係上、『仕事以外で、他人には深く干渉しない』というポリシーを持っている。
　自己分析すると、よほど、浦和鮎美の言葉に隠された憎悪が気になっているらしい。
　だからといって、苦悩に満ちた過去を暴き出してみたところで、もはや解決策など見つからないということも、不思議と理解出来ていた。
「でも……、そういつまでも、過去に捕らわれていては、だめだよ。
　あなたは乗り越えられる筈だよ。
　神様だって、その人に耐えられない運命を与える訳がないんだから。
　君が悪いんじゃない。君がいたから誰かが不幸になるなんてことは、絶対あり得ないから。
　あなたは赦されている。今ここに在ることは、確かに赦されているんだよ。
　誰よりも、この世界に在ることを悔やんでいるかも知れないけれども。
　今度は、きっと大丈夫。……大丈夫な筈だから」
　その言葉と彼の瞳に、靜羅は何かしら只ならないものを感じ取った。
　怪訝そうな面持ちで、その名を呼びかける。
　だが、彼は終始無言で、遥か前方を見据えていた。
「……！」
　彼を知っている。それも……遠い昔から。
　それは一瞬の出来事だった。
　今の靜羅にとっては、椎名の一面を垣間見ただけにも関わらず、である。
　記憶の奥底に迄入り込む言葉の意味は、瞬時に消え失せてしまい、その思考を停止させた。
　その代わりとして、靜羅の脳裏には、遼から聞かされた『彼のプロフィール』が過った。
『彼は、霊感が強いらしい。それも、とてつもなく。
　特殊能力に至っては、……未知数だ』
　普通の人間であれ特殊能力者であれ、その解析結果には、余りにも不明な点が多過ぎた。
　人並みはずれたという言葉のように、卓越したものを秘めているのは間違いない。
　だが、その真相は誰にも解らない。
　おそらく、当の本人でさえ気がついていないだろう。
　だが、確かめなければならない。
「……雅君。今……」
「あ……何？」
　我に返った椎名の反応に、靜羅は極力、平生を保つように心がけた。
「……雅君が別人のように見えたの」
「……」
　実のところ、椎名にも解っていた。
　指摘通り、先程の言葉の一部には、自身の意思とは異なる存在が語ったものも含まれていた。
　実際、彼女の存在理由は絶対者に認められている。それを否定することは出来ない。
　加えて、麒邏神を捜し出すための特殊能力を持った我々が、何故、異端者扱いされなければならないのか。その疑問も解けてはいない。
　それ以上に、自身の正体らしきものを、彼女に暴かれることを恐れている自身がいる。
　その正体も、まだ確実に気がついてはいないというのに……。
　だからこそ、調査上の重要参考人としてマークしている彼女に、先を越されてはいけない。
　総ての鍵は、きっと靜羅嬢が握っている……。
　北條さんが気に留める程の存在。藤妃財閥名誉総裁の妹、この藤妃靜羅嬢が……。
　総てを終わらせるつもりだった過去を捨てて、この世界に戻って来たのは、今度こそ新しい人生をやり直すため。
　……麒邏神のためだとしても、この今生は、現実。
　たとえ、この世界の均衡から完全に疎外されようとも……赦されている。
　この世界に存在することを、赦されている。
　これから先の試練に立ち向かうためにも、今は黙秘を通さなければならない。
　今は、明かすべき時ではない。
　……まだ、その時ではない。
　椎名がその顔を上げた時、彼女のか細い声を聞いた。
「……雅君。ありがとう……」
「？」
　靜羅は軽い吐息を漏らしながら、その胸の前で、彼から貰った缶紅茶を両手で包んだ。
　そのしぐさに、椎名は素直に思ったままの言葉を発した。
「あ、紅茶のこと？」
「……ええ。紅茶、おいしかったわ。
　さすが英国紳士。女の子の扱いには慣れているのね」
「そうはいっても、僕、日本育ちなんですけど」
「……ああ、そうだったわね」
　僅かに俯いた彼女は、その双眸をそっと伏せた。
　だが、彼女の口から発せられた言葉は、意外にもはっきりとしていた。
「私ね、雅君と出会えて良かったと思う。
　だから、もう少し頑張ってみる。
　私には、矢萩君とか櫻とか早苗ちゃんとか、心強い味方がいてくれる。
　何よりね、……あなたが私の存在を認めてくれている、赦してくれているから。
　私にとっては、そんな存在が一人でもいたならば、大丈夫な気がする」
　小さく頷く靜羅。その横顔には、ほんの少し赤みが差していた。
「……実はね、さっきの子の彼氏、２年位前に爆発事件に巻き込まれてしまって……。
　その事件というのが、私達の暗殺目的のものだったらしいのね」
　一応、事件の概要だけは説明しておく気になったらしい。
　ただし、相手が私立探偵であるということも含んで、明確には明かさない。
　『藤蘿都』内での重要機密に関しては、他言無用である。
　たとえ相手が、何も知らない一般市民であったとしても。
「ふーん……。
　確かにそんな事件があったね」
　椎名も、軽く受け流す。
　だが、核心に迫ることは不可能だということも、十分に理解していた。
「当時は意識不明と聞いてはいたけれども、まさかそこ迄酷いなんて……初めて知ったの」
　微かに震える指先。その真意を、椎名は把握していた。
「……でも、不思議なことは、一連の心霊事件の噂もそう。
　はっきり言って、信じられない。あれによく似たことが、前に通っていた所でもあったの。
　……うん、すごく似ているの」
「心霊事件……か。
　確かにうじゃうじゃいるみたいだけど、前はもっと酷かったのかな？」
　北條の話によると、ここ１、２年の間に、急激に増えているとのことだった。
　椎名自身、その辺りのことは自身より長くいた彼女に聞いた方が早い、と思ったのだが。
「あ、私のは霊感というより、感覚的なものなの。
　接触型というのかしら。一般の霊能者みたいに、視覚的な捕らえ方ではないのね。
　でも解るの。まだあの学校には……いるわね。
　雅君には、解らない？」
「そうだね。少しは。でもあなたには話せない。
　あなたが恐怖の余りに、学校来なくなるといけないから」
「えー、そんなことないわよ。
　こう見えても、あのばか兄に鍛えられているんだから」
「それとこれとは別問題じゃない？」
「そう？」
　その様子から椎名は、靜羅が平常心を取り戻したことを認識した。
「……そろそろ出ようか？
　行きたいところもあったようだし」
「ええ」
　静かにはにかんでみせる。
　その笑顔に椎名は、小さく頷いた。
　もうすぐ……この街にも寂しい季節がやってくる。
　子供達の笑い声が響き渡る、昼下がりにて。
　
「まさかね、靜羅がこんなことになっちゃうなんて……」
　学校の近くにある、救急指定病院にて。
　病室のベッドで熟睡する彼女には、今も尚、点滴治療が施されている。
　
　部活動中の靜羅を襲ったのは、諸々の理由から発症するヒステリー発作、『過換気（過呼吸）症候群』らしい。
　心因性疾患の一種で、10代の多感な時期の女性に多いとされている。
　主症状としては、血液中の二酸化炭素濃度が極端に減少することで起こる、呼吸困難。
　深く早い努力性の呼吸を繰り返し、症状が重くなると、四肢の萎縮、けいれんや失神等を呈することもある。
　又、発作中の激しい呼吸困難に起因する胸痛や、鼓動が激しくなるという症状も現れる。
　そのため、狭心症との識別が困難になることも、少なくはない。
　発作に対する治療法としては、必要以上に排出している二酸化炭素を再呼吸させる方法が、効果的とされている。
　その際に用いる道具としては、紙袋などが適当である。
　ビニール袋では、呼吸と共に排出される水分によって、発作終息への呼吸活動を阻害しかねない。
　そのため、水分を吸収する紙袋を鼻や口に当て、血液中の二酸化炭素濃度を安定させることで、発作を収めるのである。
　
　てんかん性けいれん発作と、ヒステリー性のけいれん発作とは、様々な点で異なる。
　だが、決定的に異なる点として、ヒステリー性けいれん発作には、疾病利得傾向があるとされている。
　そのような医学的判別方法は、問題視するべきであろう。
　そこに至る迄には、必ず原因がある。
　その原因、精神的苦痛を取り除くことが、ヒステリー発作に対する最善の治療法なのだから。
　
　病院に運ばれて間もなく、点滴治療が施された。
　その結果、靜羅自身も意識を取り戻し、簡単な会話が交わせる程に回復した。
　だが、発作によって、体力も大量消費している。それを回復させるには、睡眠が大切らしい。
　あるいは、彼女自身、人に言われなくても解っていたのか。
　間もなくして、すやすやと眠り始めた。
　医師や看護婦も立ち去ったその場所で、鴻坂と矢萩、そして椎名とが、疲れ果てた面持ちで眠り続ける彼女を見つめていた。
「こんなこと、……まさか、この子が過呼吸になるなんて……」
　鴻坂にしてみれば、否、誰もが予想していなかったことだった。
　少なくとも、彼らが知っている彼女は、楽観的な人間であった。
　発作を起こす程の精神的苦痛を抱いていたこと等、到底考えられなかったのだから。
「……」
　椎名の眼差しが、靜羅の伏せた瞼に向けられる。
　コンコン！
「はい……」
　その音に気がついた矢萩が、ドアを開いたならば。
「靜羅は……」
　連絡を受けてやって来たらしい遼と、秘書の近江がそこにいた。
　どうやら仕事帰りらしい。
　すっきりとしたスーツに身を包んだ遼の風貌は、高校生のそれとは明らかに異なっていた。
「今、発作も収まって眠っている。
　容態が落ち着く迄は眠らせておいて下さい、と医者は言ってたけど」
「……そうだな。
　近江、治療費の支払をしておいてくれ」
「あ、遼君。どうぞ」
　自身が座っていた席から立ち上がった鴻坂は、遼に席を勧める。
「あ、ありがとう」
　礼を述べた遼は、そこに腰を下ろした。
「……発作、初めてではないようですね」
　静かに口を開いた椎名の発言に、遼は一瞬言葉を呑んだ。
　だが、間もなくして、覚悟を決めたような面持ちをしてみせた。
「……あ、ああ。
　こうやって病院に運ばれるような発作を起こしたことは、過去にも二度程あったが……。
　正直、隠し通せるとは思っていなかったよ」
　深いため息をついた彼は、その辺りのいきさつを説明し始めた。
　前の学校に在学中、つまり、初めて彼女がその発作を起こした時のことを。
　７月の真夏日に発作を起こして以来、何度か、過呼吸発作を起こすようになった。
　余り事を荒だてて、彼女の精神を刺激しないようにとの配慮から、マスコミには情報操作を施した。
　その原因、自律神経失調症等の治療も芳しくなく、二人は頭を悩ませていた。
　それでも、学校が変わったことで気分が変わったのか。自然と発作も起きなくなっていた。
「それと……」
　話の核心ともいうべき、遼はとある事実を述べようとした。
　だが、彼の意志を、治療費の支払いを済ませて来た近江の声が遮った。
「遼様。お話し中に申し訳ありません。
　堤さんが御話したいことがあると、廊下で御待ちになっておられます」
「ん……解った。
　椎名君も皆も、後は僕達が引き受けるから、もう学校に戻って」
「そう？
　じゃあこれ、靜羅の荷物。後はよろしく御願いね。
　帰ったら電話するって、靜羅に伝えておいてくれる？」
「ああ。解った。
　じゃあ、気をつけて」
　部屋を出る一同を、遼はそこで見送った。
　一同が立ち去ったのを見届けてから、彼は廊下で待っていた堤の所に歩み寄った。
　一見すると、女子高校生と社会人の談話に見受けられる。
　だがそれは、周囲に人影がないことを確認して始められた、秘密の報告会だった。
「何だ？」
「はい。今回の事態には、あの一件が絡んでいると見て、間違いはないと思われます。
　浦和鮎美は靜羅様との接触を図りましたが、椎名様の機転により阻止されました。
　それと……発作の最中、微かに負の霊的波動を感知致しました」
　険しい面持ちで腕組みをしていた遼は、その時初めて、微かに眉を潜めた。
「どういうことだ？」
「今日の昼過ぎ、椎名様と御一緒に部室を出られた際、待ち伏せをしていたらしい彼女と遭遇致しました。
　しかし、椎名様が機転を利かせて下さいまして、そこでは事なきを得たようです」
　院内では、生命維持装置等の精密機器の誤作動を防ぐため、携帯電話の使用を禁じている。
　加えて、その病院は藤妃財閥の傘下。外部の人間に特殊機器を設置させることはない。
　その安心感もあるのか。堤はその場所を、遼との情報交換の場所に選んだ。
　だが、その会話を傍受しようと試みる者が、決していない訳ではない。
　特殊神霊調査官、北條靖幸。
　相手は、藤妃の権力者とその護衛官達。不足はない。
　普通の人間よりも感覚器感は優れているのだから、会話の傍受など決して不可能ではない。
　そのため北條は、彼らから見て死角となる柱の物影に潜伏。
　その上で、気配を完全に消して、読唇術を心がけてみる。
　堤や近江に気がつかれないように、その唇の動きを読んでみる。
「確かに、過呼吸発作程度では、死線を彷徨うことはありません。
　しかしながら、その身体にかかる疲労感や精神的損傷は、はたから見る以上に過酷なもの。
　ましてや、靜羅様は御心の優しい御方。
　その原因に至る問題でさえも、その記憶の奥底に抱かれているのに違いありません。
　しかし、今回の事態に至る迄の事柄、裏工作の形跡があるという点から、暗殺目的……を疑った方がよろしいかと存じます。
　諸々の事象を誘発することで、精神破壊のみならず自殺に追い込もうとしていたとしても、おかしくはありません。
　いずれにせよ、靜羅様を忌むべき者として抹殺しようとしていることは、間違いないようです」
「精神破壊にしろ、自殺にしろ、近い未来に自滅するように仕向けていると……」
　顎に手を当て、憎々しげに壁際に視線を投げた遼は、口惜しそうに唇を噛んだ。
「靜羅様の存在理由をことごとく否定する、存在自体が罪だと言わんばかりの激しい憎悪……とでもいうのでしょうか。それを今日も痛烈に感じました。
　……何故、彼らはそれ程迄に、靜羅様を憎々しく思っているのでしょう？
　私には、全く理解出来ません」
　堤の忠誠心に、北條は心の中で拍手を送りつつ、自身のそれを顧みてみる。
「何もしてなくても、『坊主憎けりゃ、袈裟迄憎い』みたく、じゃないのか？
　……靜羅の鑑識眼は、本人は無自覚だけど桁違いなんだ。
　よっぽど防衛線を張っていないと、僕でさえ見透かされてるような気がする時がある」
　思わず北條は、「靜羅嬢の鑑識眼？」と呟いた。
　同時に、別行動を取っている椎名のことが、気にかかり始めた。
「あれだろ？　何かやばいことでも考えてて、それを見透かされでもしたんじゃないの？
　ハッハッハー」
　遼は、それこそ愉快そうに笑い始めた。
「遼様！」
　彼に対して向けられた堤の鋭い目つき。
「遼様、笑いごとではありません！」
　近江の厳しい注意の言葉が、それ以上の発言を封じ込めた。
　途端にいじけ始めた遼を横目に、近江は堤に問いかける。
「堤さん。何か心当たりでもありませんか
　靜羅様が執拗に狙われる、原因のような……」
　近江は、遼付の護衛官である。そのため、靜羅の学校生活については殆ど知らない。
　だが、堤にも、特別な心当たりがある訳でもないらしい。
「特にこれといっては。
　強いて言えば、彼らの交際に難色を示していたことですね。
　でも、その程度で狙われるなんて、おかしいと思いませんか？
　それと、これは私の憶測なのですけれども。
　今回は、椎名様の御陰で難を逃れたような、そんな気がするのです」
「……なに？」
　僅かに伏せていた双眸を開いた遼は、低い声で問い返す。
　近江自身も、堤にしてみれば、やけに消極的な返答だと思った。
　彼らは、幼少の頃から、その能力と資質を高く評価されていた。
　そのため、先代の藤宮は彼らに対して、護衛官の中でも最高位とされる称号を与えていた。
　近江には『藤柊』、堤には『藤胡蝶』の称号を。
　それも、10年以上も前の話である。
　言い換えれば、それほどの人物が消極的な見解をすることは、そう滅多にあることではない。
　遼と近江の驚嘆の度合いに、堤も分が悪そうに俯いた。
「私の見間違いかも知れませんけれども……。
　靜羅様が発作で苦しまれていた最中、椎名様の霊的波動の高揚が、清浄な正の波動となって結界を作ったように見えたのです」
　『結界』という言葉に、遼の関心が向く。
「その結界が……不思議なことに、六芒星に見えたのです」
　遼は、その発言に思わず目を丸くした。
「……少し前に、ファントム・クリスタルが編み出したとかいう結界は、五芒星だったよな？
　『藤源郷の輪廻神話』での記述では、『保護の五芒星』結界を携帯するには、高純度の水晶を。『癒しの六芒星』結界を携帯するには、確かラピス・ラズリを……とあった。
　……ということは、公爵は、一般から初めて奥義を伝授された存在ということになるのか？
　近江、調査報告書には霊感が強いとはあったけど、すごくないか？」
「ええ。いずれも、藤宮であらせられる遼様でもなし得ない、特殊な結界法ですから。
　公爵様は、あの多種多様な『惟神結界法』の全てを伝授されているのでしょうか……」
「んー。年齢的な問題はクリアしているみたいだから、あり得ないとは言い切れないんだが。
　あんなの、普通の霊能力者が出来る代物ではないのも確かだ……。
　堤。引き続き、公爵のことを観察してみてくれないか。
　……どうも、腑に落ちない点が多過ぎる」
　それ以上の調査は必要ないと判断した北條は、彼らに悟られないように足早にその場を立ち去った。
　
　間もなく、真夜中になろうかという時間帯。
　某コーポラスの一室にて。
「公爵様。靜羅嬢のこと……どうなさるおつもりなのですか？」
　双眸を桔梗色に染めた青年からの問いかけに、テーブルに散在する資料を黙視する人物は、無言で応える。
「いずれにせよ、私にはあなたの部下として、それを聞く権利があると思います。
　それと、警告を述べる義務もあります。
　あなたの気持ちも解らなくはないですが、軽々しく動かれるのは、危険です」
　二人の前に置かれたグラスの氷は、カラン……と小さな音を立てながら、ゆっくりと溶けて行く。
「……そうかな？」
　ようやく帰って来た答えは、北條の意志に反するものだった。
「公爵様！　危険な賭けはお止め下さい！
　あなたがそこ迄するというのであれば、私は！」
　その言葉に、一瞬、椎名の表情が凍った。
「……前から思っていたのだけど、何か……隠していませんか？」
「何も、隠してなんていませんよ」
　北條の双眸には、明らかに動揺の色がちらついていた。
　彼の様子を視界に含んだ椎名は、決して、その眼差しの力を緩めることはしない。
　ため息をついた北條は、改めて正面を向き直った。
「……今の所は、世間を揺るがす問題は起こっていません。
　しかし、起きてからでは遅過ぎるのです」
「その問題とやらも、藤妃の権力でいかようにもなると言ったのは、北條さん、あなたです。
　彼らが、経済界の重鎮、政財界の黒幕と囁かれるようになったのは、何も昨日今日の出来事ではない。
　何故彼らが、この国の闇世界に……解っている限りでも数百年という長い間、君臨し続けてこられたのか。
　その理由を、そろそろお聞かせ願いたい」
　膝の上で指を絡め合わせながら、北條は小さく頷いた。
「……その件については、御話しましょう。
　藤妃財閥の実体……は、秘密組織『藤蘿都』のオーナーですよ」
「『藤蘿都』？　あの？」
　『裏世界に関わる者で、知らない者はいない』とされている、世界的な秘密組織。
　一般にその名は知られていない。その全貌は謎に包まれている。
「その現総帥が、藤妃……藤宮遼氏。靜羅嬢は副総帥にあたるそうです。
　一般には知られていません。総ては謎に包まれています。
　しかし、『藤蘿都』の影響力は、表の藤妃財閥と同等……それ以上と思われます。
　国の存続に関わる程の『権力』。
　そこまでの力を蓄えて来た理由について、私は『藤源郷の輪廻神話』の復活を果たすためと、認識しております」
　北條は、沈痛な面持ちをもって、自らのコメントとした。
「……復活を果たす……ため……」
　椎名は椎名で、その言葉を噛み締めるように呟く。
　結果的に、その言葉はある疑問に対する答えを導き出すキーワードとなる。
「藤宮……というと、もしかして……」
　ぴくり、と北條の肩が揺れる。
「……御推察の通り、『伊豫之二名島の六大宮家』の筆頭宮家、藤妃藤宮家のことですよ」
　いつになく低く思い声色で、それを告げたならば。
「この僕に、どうしろと……」
　椎名の表情が、微かにこわばる。
　だが、北條の形の良い唇は、それにも勝る試練を提示する言葉を発した。
「事実から目を背けないで戴きたい。しっかりと、自身の宿命を受け入れて戴きたい。
　これほど迄に狂った世界情勢は、もはや、麒邏神なしで解決できる問題ではないのです。
　あの者達が動き始めている今、あなたが彼女を護るべきなんです！」
　次の言葉を言いかけた瞬間、北條は彼の鋭い眼差しに睨まれて、はたとその言葉を失った。
「……そんなこと、二度と、口にしないで下さい。
　こんな……余命いくばくもない僕が、『彼ら』相手に、一体何が出来るというのですか！」
「公爵様……」
「北條……いえ、僧伽・北驪様。
　正攻法ばかりに捕らわれていては、『藤源郷の輪廻神話』の実体を掴むことは不可能です。
　そのことを、いい加減に認められたらいかがですか？」
「……」
「『藤源郷の輪廻神話』に残されている、伊豫之二名島の六大宮家の筆頭宮家。
　それらは、麒邏神を始めとする、神々の守護を受けていた。
　その中でも藤宮家は、未だにその権勢を誇っている。
　対する片蔭橘宮家は、千数百年前から滅亡の一途を辿った……。
　もしかすると、麒邏神が片蔭橘宮家の守護を放棄したのでは……」
「それは違う、違います！
　麒邏様も靜霞媛様も、そのようなこと、決して……」
　椎名の次の言葉を待たずして、北條の意識下に起きた－拒絶反応－。
　事実を口にすれば、彼に残されている時間は奪われていく。
　動揺をひた隠す北條に対して、椎名は異様な迄に落ち着き払っていた。
　その落ち着き方は、北條に取っては恐ろしく、かの存在を彷彿とさせる起爆剤でもあった。
　そのことが、杞憂を確信へと導いていく。
　自身の思い過ごしでなければ、彼は……。
「……橘宮が真の覚醒を遂げたならば、この状況は変わる筈……。
　そうだろう？　北條……」
　そんな小さな言葉に、ある意味では彼らしくない言葉遣いに、北條は耳を疑った。
「……今、何と？」
　問いかけに対して、椎名は小さく吐息して目を伏せた。
「隠さないでも構わない。
　正体は……」
　再び開かれた鳶色の瞳は、明らかに他者の雰囲気を漂わせていた。
　そして、彼はその名を呟いた。二度と口にすることのなかった筈の、その事実を。
　
　隠し通せない、と直感したのは、いずれが先だったのか。
　椎名の瞳にちりばめられた、鮮やかな迄に美しい蒼の呪縛。
　北條の双眸で息を潜める、儚くも色鮮やかな桔梗の刻印。
　何者にも害されることのない『聖蒼』を宿した存在は、静かに、北條の口元を見つめていた。
　桔梗色の眼差しが物語るもの。
　決して、月華の陰力に屈服したりしない、と固く誓った……精一杯の真心。
「……あなたは、あなたですよ、椎名雅春さん」
　北條からの思いがけない言葉に、今度は椎名が当惑する。
「あなたは、アーサー＝ラッセル公爵です。違いますか？」
　二度目に告げられた名は、英国名だった。
「公爵様。
　何を勘違いなされているのかは解りませんが、片蔭橘宮家総帥は、千年前に呪殺されました。
　橘宮家の人間の持つ神霊感応能力は、他人が使役できる代物ではないこと位、あなたが解らない筈はない。
　麒邏神不在となった折り、我々は各宮家の守護を任されました。しかしながら、その甲斐もなく……片蔭橘宮家が絶えました。その瞬間に、総ては終わってしまっているのです」
「……」
「私は、自らの意志で、あなたの傍にいるのです。
　……あなたには、あなたのままでいてほしいのです。
　麒邏神の預言の下、産まれ出でたあなただからこそ、そのままでいてほしいのです」
「……何故？」
　静かに問う椎名。その双眸には、いつもの物憂げな翳りがちらついている。
　そして彼は、その真の役割を自らに宣告するために、言葉を発する。
「解っている。
　全ては麒邏神のためだということは……」
　瞬間、北條は反論を呑み込んだ。
　長い歳月の中、幾度となく繰り返されて来た月の満ち欠けが、今再び起ころうとしている。
　……月が、光を無くして行く。
　かつて天空に栄えた理想郷が、今再び、叶わぬ夢を抱いたまま……。
　『月』が維持する偽りの輝きが、刻一刻とその効力をなくしていく。
　そうして意識の奥深い所では、現身に取り憑いていた『紫』が、今再び目を覚ます。
　決して赦されることのない、罪過の烙印……。
　強烈な呪力を秘めたその影響力は、時として、永遠普遍と信じて疑うことのない麒邏神への忠誠心以上のスピードで、自身の存在を烈しく糾弾する。
　自然治癒力を喪った月光は、かつての故郷を探し求めて彷徨い続ける……隠者の運命。
　自らの手では、この罪は癒せない。
　麒邏神を失った靜霞媛様の悲しみと憤りを、この双眸に宿したまま……。
「……その瞳が桔梗色になる理由を、あなたはどう考えているのですか？」
　突然の質問に、北條は弾かれたように紫色の双眸を見開いた。
「己の罪を忘れさせないがため、自然治癒力が朽ち果てたことを示す、烙印ですよ」
　その一言は、椎名から彼を救済する一切の権利を剥奪した。
　同時に、北條がその胸中に抱いていた『諦観』は、『疑問』に転化されていた。
　何故、彼が突然、そのようなことを言い出したのか。
「……公爵様、あなた……一体、何者なのですか」
「……」
　無言での返答した椎名の瞳は、『何も聞かないでほしい』と、訴えていたかのようにも見受けられた。
　小さく吐息することで、北條はそれ以上の言及を避けてみる。
　そうして彼は、幾度となく呼び続けた名前－主の名－を、そっと静かに呟いてみる。
　誓いにも似た願いだけを、いつまでも……その心に刻みつけるように。
　
　
　　　　第５章　　逆縁の雛形
　
　
　日曜日。午前10時を少し回った所。
　待ち合わせ場所に来るなり、彼女は微動だにしない深刻な表情で、「笙君！　私、見たの！」と、訳の解らないことをのたまわり始めた。
　詰め寄られた矢萩は、彼女のいう『いきさつ』には興味はない。
　疎ましげに彼女を一瞥した……のだが。
「笙君も知りたい？　知りたいんでしょう」
　ずずいっ！　とクローズアップされる『瞳』。
「わあっ！」
　至近距離の迫力に、矢萩の気力は尽きた。
　彼は渋々、「……何を」と問いかけてみる。
　しなやかに絡みついて来る、ほっそりとした腕を煩わしそうに追い払いながら。
「全く、素直じゃないんだからあ」
　勝手に解釈する彼女の言動に、温厚な矢萩が逆らえる筈もない。
　否、既に主導権は鴻坂に明け渡していたらしい。
　結局、彼はされるがままになってしまっていた。
　しばらくの間、鴻坂は、何だかんだ言いながら、彼の隣でじゃれついていた。
　矢萩の方は、周囲の目を気にして、眼鏡の奥の瞳を泳がせていた。
　だが、彼は彼で主導権を奪還するべく、行動を開始した。
「ほら、行くぞ！」
　足早に歩き始める。
「うきゃあ！」
　慌てて彼の腕を掴んだ鴻坂は、寄り添うような形で歩き始めた。
　そんな彼女が、その賑やかな声のトーン迄も落として、急にしおらしくなる。
　それからため息混じりに、ぽつりとそれを呟いたのは、それから１分も経たない時のこと。
「笙君は……あんなこと、しないよね」
「は？」
　ようやくおとなしくなって、安心したのもつかの間。
　その静けさが、却って不自然なことに気がついた彼は、「何……を？」と問いかけてみる。
　その問いかけに、俯き加減の面持ちを少し上げた鴻坂は、再び重そうなため息をこぼした。
「やっぱり椎名君も、世の中の男と同じだったのよねえ」
　ため息をつくそのさまは、いささか、技巧的でさえある。
「椎名がどうかしたのか？」
「でもお～、笙君はー、こーゆー噂話みたいなの、嫌いでしょ？」
　横目で一瞥する鴻坂の視線は、異様に意味深長だった。
「何々？　あのオクテの椎名が、何かしでかしたのか？」
　ようやく話の論点が見えて来たのか、本気で聞く気になったらしい。
　その態度に安心したのか、鴻坂は矢萩の腕に絡みつく。
「昨日、靜羅が楽器屋さんに行くとか言って、椎名君と出て行ったじゃない？
　あの後ね、何か……住吉高校の３年生の女子生徒がいたの～。
　ちょっとの間、何か話してたみたいなのね。でもももね！」
　話の核心に迫るや否や、鴻坂はクスクスッと、怪しげに笑い始めた。
　そうされると、ますます気になるのが、人間の心理である。
「……何だよ、早く言えよお」
「聞きたい？」
　こくこく。
「櫻。もったいぶらずに言えよ」
「でも、椎名君って、見かけによらずしっかりしているのね。
　紳士的だなあ～って、思わず見とれちゃったぁ。
　でも……別に笙君が頼りないって言ってるんじゃないからね、それは安心してね」
「うんうん。で、何？」
「住吉の３年の子と話しててね。
　椎名君ってば、その子の目の前で手を掴んで、どっかに行っちゃったのよ」
　それは聞き捨てならないことである。
「ふうん。それはそれは。
　で、何で、住吉の３年だって解った？」
「は？」
　予想外の質問に、さすがの鴻坂も呆れるという感覚を通り越して、茫然自失となったらしい。
　その腕に捕まったまま、つい、その歩みを止めた。
　それに引き摺られるような形で、矢萩もその歩みを止める。
「何？　俺……何かまずいことでも言ったか？」
「ううん。別に。そういう意味ではないんだけど。
　女子生徒は学年別にリボンの色が違っているのよ。
　赤い色は、３年生なの。前の学校の友達かも知れない」
「友達ねえ……」
「でも、それでもおかしいわよね。
　何で椎名君が、あんな行動に出たのか！
　……これはぜひ、御本人からその辺の事情をお伺いしないことには！」
　矢萩の脳裏を、不吉な予感が過ぎった。
「と、いうことで、笙君。
　あなたに御願いがあるの。聞いてくれる？」
　さっき迄おとなしかった彼女の目の色が、その瞬間、確かに変わった。
　甘えるような声色を繰り出した段階で、次に何をいうのか。
　長く親しく付き合って来た矢萩が、気がつかないでいられる訳がない。
「御願い……ってえ、まさか」
「そのまさかよ。
　椎名君の所に行こう！」
　途端に、ころっと元に戻った鴻坂は、意気揚々と歩き始める。
　どうやら、毎度の策略にはめられてしまったらしい。
　そんな自身の勘の鈍さに、矢萩は頭を抱え始めていた。
　
　５分後。
　最寄りの停留所には、バスの運行表とにらめっこしている二人の姿があった。
「……俺、通学経路が違うから、あっち方面はそう詳しくはないんだけどな」
「近くにバス停はあったわよねえ？
　北方面だったから、この辺のに乗ればどうにかなるんじゃないの？」
「……ま、そうだろうな……」
　半ば消極的な意見の矢萩に、鴻坂も慎重気味である。
　定刻にやって来たバスに乗り込んだ二人は、しばらくの間、車窓に広がる景色とにらめっこしていた。
　だが、どことなく見たことのあるような景色が多くなるにつれ、安堵の面持ちになった。
　20分程した所で、先日目印にしていたコンビニを見つけた二人は、そこで下車。
　歩き始めた二人の肩を、涼しい秋風が過ぎっていく。
　その心地よさにつられて、鴻坂は隣の矢萩を見上げた。
　いつもよりゆっくりな歩調は、鴻坂のそれに合わせているものらしい。
　周りには、閑静な住宅街が広がっている。
　少し歩いたところで、目印の青い屋根が見えてきた。
「あ……あれかな？」
　目的地は、意外と近くにあった。
　早速二人は、一階の奥の部屋を目指した。
　ピンポーン！
「はーい。お待ちになってね」
　しばしの沈黙の後、鍵を外す音が聞こえて来た。
「あら？　こんにちは……」
　意外そうな面持ちをした女性の登場に、矢萩と鴻坂は言葉を失った。
「クリス、どうかした？」
　部屋の奥から現れた椎名の、自然な迄の英国風トラッドに、鴻坂は感嘆の吐息を漏らした。
「……椎名君、モデルみたい……」
「ああ。矢萩と櫻ちゃんか。いらっしゃい」
「知り合い？」
「……まあ、学校の……」
「あ、昨日のことについて。ねえ、笙君！」
　突然、話に戻された矢萩は、「あ？　……あ、まあな」と、やや渋りがちに呟いた。
「昨日のこと？」
「昼休みの時に会ってた、住吉高校の３年生の女の子のこと……なんだけども」
　その言葉で、表情を固くした椎名の横顔に過る影は、綾華にも悟られないまま消えた。
「……上がって」
「アーサー」
「構わない。いずれは知られることだから」
「でも……」
「もう大丈夫だから」
　二人のやり取りに、取り込み中だったのかと危惧した鴻坂は、おずおずと言葉をかける。
「あ、別に急がないけれども……」
「別にこちらは大丈夫だよ。
　クリス。悪いけど、お茶の用意を頼めるかな」
「……ええ。
　どうぞ、何にもお構い出来ませんけれども……」
　スリッパを出す綾華。
「御邪魔しますう」
　彼女に案内された二人は、靴を脱いで部屋へ上がった。
　暗殺事件以来の習慣で、周辺を見渡して安全確認した椎名は、静かに玄関のドアを閉めた。
　
　彼らを玄関に隣接している洋間に通した綾華は、御茶のために席を外した。
　その間、鴻坂はきょろきょろと落ち着きなさげに、部屋のあちこちを見回っている。
　そんな彼女の行動を、矢萩は静かにたしなめる。
　几帳面な迄の小綺麗な部屋の様子に、鴻坂は感嘆のため息をついた。
　男の子のわりに整然としている辺り、彼の几帳面な一面が窺えるというもの。
「……すごおい。これ、椎名君が掃除してるの？」
「僕がしなければ、他に誰がすると？」
「え？　そっ、それもそうだけどお、独り暮らしにしては広過ぎない？」
「そう？　まあでも、泊まる人がいるからね」
「え？　もしかして……」
「さっきのは一番上の姉」
　『姉』と言われて、鴻坂は、『ああああ』というように大きく頷いた。
「お姉さんだったの？　どうりで綺麗だと思った」
「……」
　笑いをかみ殺す椎名のそれを、御茶を入れてきたクリスは見逃さなかった。
　一瞥しながらも、来客に対しては、満面の笑みを忘れてはいない。
「はい。どうぞ～」
「あ、ありがとうございます」
「紹介がまだでしたね。
　私はアーサーの長姉で、クリスティー＝ルイーザ＝ラッセルです。クリスと呼んで下さい」
「あ、はい。
　私は鴻坂櫻。これは矢萩笙です。椎名君とお友達させて貰ってます」
「すみません。日本語変な奴で……」
「いいえ、かわいらしい方ね」
「ええ、よく言われます」
　きっぱりと言い切った鴻坂の態度に、綾華は機嫌を良くしたのか、ころころと笑い始めた。
　昨夜の北條とのやりとりが思い出された椎名は、思わず苦笑を浮かべる。
「あ、ごめんね。いきなり押しかけて」
　さすがの鴻坂も、唐突だったかと反省しているらしい。
　やや遠慮深げに、出された紅茶を口に含んだ。
「……昼間だったから、まだいい」
「ん？　夜に押しかけて来る、いい人でもいる訳？」
　別段慌てなければならないような後ろめたいこともない椎名は、実にさりげなく紅茶を口に含んだ。
「そんな気の利いた人なんて、いない」
「そうなの？　別に遠慮しなくてもいいのに……」
「？
　で、昨日の何が聞きたいんだって？」
　その言葉に鴻坂は、珍しく彼の方から本論に触れたがっている、と解釈した。
　実際の所は、長い前置きに飽きただけである。
「昨日の昼休みにね、靜羅と一緒に出て行った後、住吉の女子生徒と話してたでしょ？
　あれ、何だったのかなって……。
　住吉学院は、靜羅が前にいた学校なの。
　何か、遼君が病院で言っていたことも、どうも引っかかってて……。
　かといって、あの子が私なんかに苦労話をしてくれる訳ないし、心配なの。
　過去に何があったのかは知らないけど、昨日、その子と会った後で倒れてしまうような……ショッキングなことでも言われたのかなって……。
　その辺りのこと、聞きたいんだけど」
「……他には？」
　酷く冷めた目をして、椎名は問いかける。
　彼の鋭い感性に、鴻坂は返す言葉に躊躇する。
「ううん、何もない！
　……あーんなことしたのも、多分そのことが原因なんでしょう？
　椎名君は優しいから、そーんな、下心なんてある訳ないわよね」
「下心？」
「靜羅と腕、組んでたでしょ」
「え？　この子が女の子と？」
　その一言に、綾華は小さく驚いた。
「……ああ、あれね」
　対する椎名は、いやに冷静だった。
　鴻坂はその冷めた反応から、『あら？　まずいことを言ったのかしら』と焦り始めた。
　横で茶菓子を食べていた、矢萩の袖口をつついてみる。
　彼は彼で、そんなこと知るものかと言わんばかりに、目を伏せたままカップを手に取った。
　しゅんとした彼女は、気まずそうに椎名の顔を見やった。
　だが、その表情から、別に気分を害していないことに気がついたのは、それから間もなくのことだった。
「……狂っているのかも、知れない」
　そう呟いた椎名は、昨日の一件のことを二人に話して聞かせた。
　その話を聞き終った途端。
　鴻坂は、その辺りのいきさつよりも、その根底にある相手の女性の理不尽さに、深い憤りを覚えていた。
「……何よそれ、酷い話。
　それじゃあまるで、靜羅が殺人未遂したように聞こえるじゃない。なんてことなの。
　……ああ、その子とその彼氏のことで、靜羅は編入して来たのね。
　遼君も遼君よね。名誉毀損で訴えるという方法もない訳じゃないのに。何も靜羅を編入させなくても……。
　でも……っとに、どなり込みにでも行ってやろうかしら。
　その女ってば、女の、ううん、人間の風上にも置けない奴ね」
　そんな言葉を隣で聞いていた矢萩は、自身も同意見だとしながらも、そこから更にその話を発展させる。
「そうはいっても、遼君が靜羅ちゃんを転校させたのには、何か理由があったんだと思うよ。
　彼女も彼女で、自分が総ての十字架を背負う覚悟だったんじゃないかな。
　たとえそれが、贋物の罪だと解っていても、彼女は償わなければならないと思った。
　だけど、償った所で、その心に受けた傷は癒されることはない。
　そのまま留まっていたならば、心の傷も罪悪感も自責の念も総て、彼女に取ってのマイナス的な意志は消えない。ますます酷くなるだろう……。
　結果、住吉にはいられなくなった。
　逃避といわれることも承知で、こっちに編入して来たんじゃないのかな？　と思うけど。
　櫻……あの子がお前に話せなかったのは、多分、そう言うと思ったからじゃないのかい？
　そうした所で、そんなどうしようもない奴は、何も変わりはしないんだからさ」
　厳しい批評かも知れないが、それが事実である以上、現実から目を逸らすことは出来ない。
　逸らせなかったばかりに、彼女の心は傷つき壊れ、そしてその場所から姿を消すことしか、もはや道はなかった。
　何故、今頃になって、過去の問題を蒸し返すのか。
　何故、何の関係もなくなった人間を、執拗に追いつめたがるのか。
　だが、椎名にとっては、その疑問も既に解決済だった。
　総ては、藤妃靜羅という、一人の人間が抱えている問題ではないということ。
　それは、太古の昔から連綿と続いて来た、……総ての生命体に与えられた最も難解な課題、かも知れないこと。
　それを解くためだけに、彼女はこの世界にやって来たのだろう。
　唯、それだけのために……。
　そして、『彼』も……。
　椎名は、とても静かな面持ちで、ゆっくりと言葉を発した。
「彼女にしてあげられることは、何も聞かずに、見守ることなんじゃないかな……。
　時には、彼女の優しさを赦してあげることも必要だと思う。
　僕達に何も話さなかったのは、彼女の優しさなんだから」
「優しさ？」
「自分独りでも辛いのに、他人にも同じような想いをさせる位ならば、黙秘する。
　ちょっと自虐的とは思うけど、彼女はそういう人だよ」
「……」
「確かに、人に話すことで癒されることはある。
　だが、彼女自身がまだ、それを望んでいないような気がする。
　そこまで自虐的になる理由は解らないけど、吹奏楽や君達の存在は、彼女にとっては救いになっていると思うよ」
「そうかなあ……」
「相手を想うが故の優しさは、時として自身を烈しく傷つける。
　時には……静かに見守ることも、必要なんだと思うよ」
　椎名のそんな威厳に満ちた言葉に、鴻坂は反論することを思い留まった。
　彼女の前に出された紅茶は、いつしか、その暖かさをなくしていた。
　
　椎名の部屋を後にした矢萩と鴻坂は、その帰りの道すがら、そのことについて意見を交わし合った。
　だが、椎名の口からは、元友達だった女の子、としか出てこなかった。
　そのことから鴻坂は、椎名も名前迄もは知らない、と解釈した。
「ねえねえ。遼君に聞けば、その辺りのこと解るんじゃないのかなあ」
「だから、遼君もお前の追求を恐れて、その子の名前は明かさなかったんじゃないのか」
「えええーっ！　それじゃあ、何にもならないじゃない！
　靜羅ばっかり責められて、かわいそうだと思わない？」
　鴻坂の沈んだ肩に、矢萩はそっと手をかける。
「でもな、櫻。確かに、椎名の言う通りだと思う。
　今回の問題は、他人が口を挟んで解決出来るようなものじゃない。
　藤妃財閥が殺人まがいの出来事に関与していたとしたら、世間が黙っている訳がないだろう。
　警察の調査にしても、事件に巻き込まれたという結果が出て、この事件は終わっているんだ。
　結果、靜羅ちゃんが逆恨みされる理由なんて、どこにもない。
　殺人未遂だと騒いでいるのは、相手方の二人だけだってことだ。
　全く、高３にもなって、そんなことも解らんのかねえ」
「解らないから、いまだにああやって、靜羅を苦しめていられるんじゃない。
　しつこそうというか、執念深いというか……。
　テロ事件みたいなものだったんでしょう？　よくは覚えていないけど。
　２年半も経って、世間から忘れ去られた頃に、わざわざ蒸し返すなんて」
「……」
「そういえば、そんな感じの事件が、ずっと昔にあったような気がするんだけど……」
「そんなのあったか？」
「解らない。
　でも、下手に死んだら、化けて出て来たりしそうなタイプじゃない？」
「化けて……なあ」
　矢萩には、霊感らしきものがある。
　その女子高生と直接会った訳ではないため、確証はない。
　だが、腑に落ちない点があった。
　そこで、矢萩は自分なりに、それらの疑問点を解明することを考えていた。
「確かさー、住吉高校っていったら……あれだろ？
　２年位前、何か心霊騒動が持ち上がってなかったか？
　それが、ある日突然ぷっつりとなくなったって、聞いたような気がするんだけどな」
　首をかしげる矢萩。
　鴻坂も、そちら方面に限って、いかんなく発揮されるという推理力を働かせてみた。
「あ、私も聞いたことがある。
　でも、そんな奇妙なことを話題に出来る友達なんて、いないわよ。
　……だって、不思議世界のことを話せる友達、靜羅が初めてだったもの。
　あの子には、そういう何かがあるみたい。
　そんな不思議な話でも、ちゃんと真剣に聞いてくれるような……。
　でも、何か……ひっかかるわねえええ」
　最後に呟いた鴻坂は、首をかしげる。
　二人には、遼以外に、住吉高校に通う友人知人はいない。
　仮に、『藤蘿都』関係者が身近にいたとしても、そんな重要機密を外部に漏らす訳がない。
　事件の真相も遼が揉み消したため、それを知る生徒もいない。
　関係者以外に事件を知る生徒がいたのであれば、その事件に直接関わった者達であろう。
　被害者、もしくは加害者として……。
「……近い内に、何かが起こるかもな」
　木枯らしの中に見え隠れする、間近に迫って来ていた冬の不吉な予感を、胸に抱きながら。
　
　松山市内の閑静な住宅街の一角に、椎名華鈴ことクリスティーナ＝ラッセルが経営している紅茶専門店、『花梨』がある。
　その日、ドアには『本日休業』のプレートがかかっていた。
　中に人の気配を感じた彼が、軽くドアをノックしたならば。
「あら、北條さん。いらっしゃい」
　ドアを開けた華鈴は、快く彼を出迎える。
　ベージュ系に統一された店内の雰囲気は、季節感を伝えるタペストリーや調度品にも良く合っていた。
　そんな見慣れた店内は、ダンボールに詰められた紅茶缶が陣取っていた。
　それは、棚に置かれているものとは異なる場所にあったことから、北條は一つの推測を提示した。
「……茶葉も販売するようになったのですか？」
「あ……ええ。
　叔父様からの強い要望もあって、改装ついでに……」
　そう説明しながら、華鈴は真新しい木目調の棚に、それらを置いていく。
「『ラッセル紅茶』は、英国でも指折りの紅茶会社ですからね」
　元々、この喫茶店は、英国専門店や王室御用達の最高級茶葉を提供する、紅茶専門の喫茶店だった。
　だが、ラッセル伯爵からの勧めで、それらの販売スペースを設けることにしたらしい。
　結果的に、若干規模は縮小されたものの、喫茶コーナーもある。
　裏情報によると、彼女手製のケーキが密かな人気を呼んでいるという。
「ケーキの方は、店内限定ですか？」
「まあ。そう沢山もは作れませんから。
　それに、そういう所で付加価値をつけた方が、御客様も沢山来てくれるでしょう？
　アーサー用の紅茶でしたね。ちょっと待ってて下さい」
　店内の奥へと入って行った華鈴は、程なくして段ボール箱を持って来た。
「はい。お待たせしました。
　今回は、アッサムとキーマンとダージリン……ブレックファーストと……それから、これがアール・グレイかしら」
　アール・グレイと聞いて、北條の瞳がキラキラと輝く。
「アールグレイですか。
　私、この銘柄の紅茶、好きなんですよ」
　小さく驚嘆する華鈴に、北條は優しげな微笑を投げかける。
「それじゃあ、アーサーもアール・グレイを飲んだりするんですかあ。ほー……」
「それが何か？」
「だって、あの子は……タージリンとかキーマンが好きなんですよ。
　そうですかあ。ブレンドティーはあなたのために、なんですねえ」
「……はあ、そうですか」
　対する北條は、気の抜けたような返答をして華鈴を驚かせた。
「どうかしたんですか？」
「いえ……」
「……けんかしたんでしょう。あの子と」
　突然の思い掛けない質問に、彼は、「いきなり何を？」と即答した。
　北欧の湖面のように澄んだアイスグリーンの瞳が、北條の顔にちらつく困惑を、はっきりと鮮やかに写し出す。
「けんかなんて、子供じみたことではないようですね。
　諍い、とでも言いましょうか」
「諍い……」
　華鈴自身には、別にその辺りのいきさつを聞き出す権利もなければ、義務もない。
　だが、彼女の瞳は確信に満ちていた。
「こんなこと、隠していても仕方ありませんね。
　あなたにかける前に、アーサーに電話を入れたんです。
　そうしたら、そんな話になりましてね。
　気まずい雰囲気になったんですって？」
「……」
「無理もないですね。
　あの子、感受性が強いから、そういう雰囲気を察知してしまったんでしょうね……」
「……彼には、とても気の毒なことをしたと、後悔しています。
　私のわがままで、あんなに……彼を追いつめてしまったのですから」
「……あなたに来て戴いたのは、責めるためではないんです。
　アーサーだって、これがクリスだったら、あなたを全面的に責めたてると解っていたから、私に洩らしたんだと思うんです。
　ほら、あの子、あなた達の中にある確執、目の当たりにしているものだから」
　そんな単純な言葉で片づけられるようなものなら、こんなに隔たったりはしないだろう。
　そんなことを考えながら、北條は華鈴を見つめる。
「あの子の敏感な感受性の正体は、お解りですか？」
「？　……いいえ」
　その答えに、寂しく微笑した華鈴は、腕組みをしながら壁に凭れた。
「……独りよがりなわがままを言って、困ったことはありませんか？
　彼のそれはわがままではなくて、寂しさの裏返しだと思います。
　あなたが年上で、いつも優しくしてくれるものだから、つい甘えてしまうんでしょうね。
　でも、その優しさは、誰に対するものなんですか？」
「……」
「優しくすることがいけない、とは言いません。
　その優しさがどれだけ彼を救っているのか、私なりに理解しているつもりです。
　でもね……北條さん。これだけは覚えておいてください。
　『優しさ』は時として、『弱さ』にもなるんですよ。
　一つ間違えば、けがをしますよ。あなたでも……」
　静かに微笑する華鈴の表情に、北條は、別の影を見たような錯覚を覚えた。
　だが、敢えて気がついていない素振りで、腕時計を一瞥する。
「おや。もうこんな時間ですね。
　いや……長居をしてしまいましたね。そろそろ失礼致します」
　簡単な挨拶を述べた彼は、そそくさと店を出た。
「又いらしてくださいね」
　見送りに出た華鈴の視線を背後に感じながらも、最後迄振り返ることをしなかった。
　
「公爵様。頼まれていた紅茶、戴いて来ましたよ」
　西日が指し込む室内に、北條の低い声が響き渡る。
　来客でもあったのか。３客のティーカップと茶菓子が、まだテーブルの上に残されていた。
　だが、当の本人の姿がない。客を見送った形跡もない。
　カップに口紅の跡がないことから、想像する。
　表向きの同級生が訪れたのか、あるいは……。
「……まさか」
　否。全く考えられないことではない。
　藤妃兄妹、あるいは遼氏が側近と来たのかも知れない。
　そんな折り、背後で人の気配がした。
「公爵様……」
　振り返った先には、異様に疲れた面持ちの椎名の姿があった。
「……ああ、すみません。今、片づけるから」
　手を伸ばしかけた椎名を、そっと制止した。
「いいですよ。それより顔色が優れないようですが、どうかしたのですか？」
「少し前に発作が……」
「私が片づけますから、あなたは休んでいて下さい。
　落ち着かれたら、……キーマンでも煎れますよ」
　そこまで言われては、椎名も我を押し通すことは出来ない。
「では、御願いしようかな……」
　椎名は、ソファに腰を下ろした。
「休んでいて下さいと、先程……」
「もう大丈夫だよ。
　それより……」
「気になることがある、というのですね」
　頷く椎名は、徐に指先を絡めては、視線をそこに向ける。
「藤宮一族ともあろう者達が、何故我々の正体に気がつかないのか、ということが……」
　一瞬、言葉に詰まる。
「確かに、それは私も気にかかっています。
　私でさえあなたを見つけ出すのに、どれだけの歳月と労力を費やしたか知れません。
　仮の話、ずっと以前からチェックされていたとしても、そう容易に悟られることはないと」
　微笑を浮かべたその面立ちが、急に神妙になる。
「あなたは、何も心配しないで下さい。
　あなたは、私が護りますから。……今度こそ……」
　その言葉に、椎名は微かに安堵した。
　だが、その様子を視界に捉えた北條の横顔には、結局は気休め程度の気持ちしかなかった。
　何の気なしに顔を上げた椎名にとって、その面持ちは予想外のアクシデントだった。
　この世のものとは思えない存在感でもって、彼はそこにいた。
「公爵様？」
　怪訝そうに歩み寄る北條の気配。
　椎名は慌てて、「何でもない」と即答しては、自らに対してそれ以上の言及を避けた。
　……奇妙な違和感。胸の奥が灼けるような……。
「そうですか？」
　尚も尋ねる北條の言葉には、心配しているという色合いが強かった。
　彼は生身の人間のはず。それなのに、存在感が人間のものとは異なるような……。
　矛盾を内に秘め、椎名は自嘲する。
　その感情は、決して自身の本心ではないのだからと、何度も言い聞かせる。
「……失礼かとは存じますが、一つお伺いしてもよろしいですか？」
「何？」
「何故あなたは、英国に帰るつもりもないのに、ラッセル公爵家を継いだのですか？」
　その言葉に顔を上げた椎名は、目の前の北條の思い詰めた眼差しに、いつもとは全く異なる色を見た。
　……信頼していた者に裏切られたかのような、寂しげな眼差しに。
「……」
　本来、公爵家を継ぐ立場にあったのは、父親だった。
　だが、父はそれを放棄して母親と結婚。
　５年前、祖父の死去の訃報と同時に勘当は解かれたものの、飛行機事故で他界。
　結果的には、父の弟であるラッセル伯爵が、公爵家を継いだ。
　その彼も、２年前に自身を正式な後継者とした後、元の伯爵に戻った。
　爵位継承に関しては、親族間ではいざこざがあったらしい。
　特に伯爵夫人の憎悪は甚だしく、刺客迄送って来たことは記憶に新しい。
　その事件後、伯爵は夫人と正式離婚したという。
　今では、ラッセル紅茶会社のサブオーナーとして、華鈴の仕事にも便宜を図ってくれている。
　英国の親戚で交流があるのは、ラッセル伯爵と、伯母のフォンティーン侯爵一家のみ。
　北條自身も、彼の様子から他の親族に歓迎されていないらしい、ということは理解していた。
　そのことも、理由の一つになっている。
　もう一つは……。
「……公爵様。
　正直な所、あなたはどうしたかったのですか？」
　北條の誘導尋問の意味を、椎名は理解できなくなっていた。
「御両親に対する使命感ですか？
　ラッセル伯爵に共感したからですか？
　それとも……」
　それ以上の発言は、北條にとっても椎名にとっても、禁忌だったのに違いない。
　椎名は静かに、だが確信めいた口調で、それ以上の発言を制止した。
「……別に、なりたいとは思わなかったよ。
　後継者が僕だけならば話は別だろうけれども、決してそうではなかった。
　父の死後は叔父が継いだのだから、正直言って、そのままでいいと思っていた。
　……叔父は、正式な跡取りだった父には息子がいるのだから、僕が継ぐのが当然だと言って。
　でも、結局は夢物語となるんだよ。
　何故ならば……解るだろう？　あなたならば……。
　いつかは帰らなければならないだろうから、その時迄ここにいたいんだ」
　椎名は、敢えて最後の言葉を口の中に残すと、徐にその視線を外の夜景へと移して行った。
　カーテンの透き間から指し込む月明かりのように、彼の眼差しは静かな色彩を放っていた。
　
　
　　　　第６章　　回顧の十字架
　
　
　小手毬邸。遼の書斎にて。
　仕事に追われ続ける遼の手元には、様々な分野からの報告書が寄せられていた。
　又、最近になって、急浮上して来た問題があった。
　通称、『神郷学園心霊事件』である。
　２年前、住吉学院でも、似たような事件が起こっていた。
　当時の犯人は爆発事故によって、一時は生死の境を彷徨ったものの、一命は取り留めた。
　しかし、その時の外傷が原因で、脳挫傷による植物状態を余儀なくされている。
　そのことからも、今回の事件は、その人物とは関係のない所で起きていると思われていた。
　だが、最近になって、とある男子生徒が重要人物として急浮上してきた。
　結果的に彼らは、前回の事件との関連を追求するべく、裏付け調査を始めたのである。
　前もって断っておくが、椎名ではないのは確かである。
　万が一、椎名が関与したとしても、その原因は全く別の所にあることが、堤の主張で明確になっている。
　彼らが調べているのはその接点で、個人的な調査はその分野の精鋭が担当していた。
　全ては、穏便な生活を護るため。
　その使命感だけでこの立場に在らねばならないのだと、自らに言い聞かせ続けながら遼は、ひたすら報告書に目を通していた。
　コンコン！
「誰だ？」
「近江です。
　靜羅様が御見えになられましたけれども、いかが致しましょうか？」
　やや困惑げに述べながらも、山積みの書類を処理する遼の姿に、近江は感動を覚えていた。
　だが彼は、そんな嬉々とした表情を、遼の殺気立った雰囲気で隠さざるを得なくなった。
「はあ？　夜更かしさせるなよ。
　どのみち、こっちはあいつの相手をする程、暇じゃないんだ」
　報告書から目を離さない彼こそ、ろくに睡眠を取っていない。
「恐れながら、遼様も今日はこの辺になされて、もう休まれた方がよろしいかと。
　靜羅様も、遼様の御身体を案じて、わざわざお出ましになられたのではないのでしょうか？
　お優しい御方ですから、遼様の健康も案じておられるのでしょう」
「はいはい。解った解った」
「では、用件を伺って参ります」
　ドアが閉まる音が、室内に微かに響く。
　程なくして、再びドアをノックする音を耳にした遼は、僅かにそちらに意識を向けた。
「入れ」
「はい。失礼致します……」
　ドアが開くと同時に、微かに陶器か何かが揺れているかのような音が耳に飛び込んでくる。
　その音に顔を上げた遼は、紅茶入りのポットとくるみ入りのシフォンケーキを持って来た、近江の姿を認めた。
「おい？　それどうしたんだよ！」
　焼き立てらしいケーキからは、クルミ独特の何ともいえない芳しい香りが漂って来る。
「靜羅様からの差し入れです。
　余り根を詰めないでほしい、とのことです」
「へええええ。あいつ、意外といい所があるもんだな」
　内心では、彼女の心遣いがたまらなく嬉しいらしい。
　ケーキをカッティングした近江は、一切れを小皿に移しては、それを遼に差し出した。
　紅茶をカップに注いでいる間にも、遼は一切れ平らげたらしい。
　もう一個、と言わんばかりに、小皿を差し出した。
「お前も食えよ」
「いえ、私どもは部下ですので、そのような……」
　遠慮気味な近江の態度は、今に始まったことではない。
「天変地異が起きてからじゃ遅いんだぞ」
　そんな説得に、少し考える。
「いいから。『腹が減っては戦は出来ぬ』と言うじゃないか」
　別に、空腹を感じている訳ではないのだが。
「……では、畏れ多いことではありますが、ありがたく頂戴戴します」
　そう断った近江は、切り分けた一つを小皿に取った。
「しかし靜羅って、やっぱり女の子だな。こういうことするなんて」
「恐れながら申し上げます。
　調理実習の時以外、食材を持つことのない遼様よりも自然だと思いますけれども」
「……それもそうだな。
　さて、おなかもいっぱいになったし、もうひと頑張りするか」
　既にそれを食べ終えた遼は、新たに気を引き締めて、再び仕事をこなし始めた。
　時計の針が深夜２時を指す頃になって、彼らはようやく床につくことが出来た。
　
「……」
　別室で休んでいた北條が、何かに触発されたように目を覚ます。
　彼の第六感が、既に起きている不吉な気配を察知した。
「……港か」
　間違いない。強い能力者の霊的干渉を感じる。
　早々にもスーツに着替えた北條は、椎名の寝室を一瞥しては、小さく吐息した。
　今、戦力を欠くことは、極力避けたいのだが。
「……」
　軽く精神統一をする。
　息を詰め、静かに目を閉じては、何事かを観ずる。
　間もなくして、アメジスト色のオーラが揺らめいたかと思うと、絹糸のように細い繊維状のそれが、彼の周囲に結界を編み始めた。
「守護結界《紫塞》。 
　地鎮空鎮護身護持」
　桔梗色の炎の結界が、ゆっくりとその形を変えながら、椎名の眠る部屋を包み込んでいく。
　その様を見届けた北條は、合い鍵と車のキーを手に、そっと部屋を出た。
　
　真夜中ということもあり、既に公営駐車場は閉まっていた。
　何かしら文句を言われれば、催眠暗示でごまかせばいい。
　そんな逃げ道を用意しながら、彼は今治港の目立たない場所に車を停めた。
　この場所は、昔から強い負の磁場を持っている。
　霊的作用に敏感な霊能力者は、滅多に近づくこともしない、いわくつきの場所。
　北條もその内の一人で、そう滅多に来ることもなかった。
　椎名も警戒しているものと、その時迄は思っていた。
　……この間の彼の言動は、その能力が衰えていることを暗示している。
　おそらく、彼自身気がついてはいまい。
「……」
　唇を噛む。
「クルックー！」
　鳩の鳴き声に空を仰いだ北條は、その姿を認めた。
「来たか……」
　低空飛行をしていた鳩達が、一斉に地上へ降り立つ。
　北條を前にして、その鳩達は真実の姿へと変化して行く。
　純白の翼。漆黒の瞳。クンツァイトを鏤めたアクセサリーが、しゃらしゃらと音を立てる。
　その装束も、古代日本的な雰囲気を醸し出す、天女のような装いである。
　『藤源郷の輪廻神話』において、神霊四天王神に仕える眷属神、聖闍達である。
　彼女達は僧伽に仕える有翼神で、アルマトと称される。
　後に鳩の神の化身とされたが、正確には、『平和の象徴』の化身である。
　自然環境の変化に敏感で、自然のない場所に留まることはないという、伝説の天女達。
「ただいま到着致しました。
　僧伽・北驪様」
「バナシュラか」
　そう呼ばれた女性は、聖闍の取りまとめ役、首座と呼ばれる女性である。
「北驪様……」
　困惑したように見上げる彼女の双眸に、自身と同じ色を見た北條は、小さく舌打ちをする。
「霊的磁場が活性化しつつある、か……」
　その言葉にバナシュラは、「ええ」と沈痛そうな面持ちで頷く。
「一応、調べてみてくれないか」
「かしこまりました」
　命を受けた彼女は、手の内からガラス球のようなものを現出しては、それを宙に浮かべた。
　そのガラス球が、磁場の中心地と思われる海上へと向かい、漂い始めたのもつかの間。
　バアン！
「！」
　それは、小さな亀裂と大きな破裂音をその場に残し、粉々に砕け散ってしまった。
　空気に溶ける残骸を見つめながら、北條は微かに眉を潜めた。
「……なるほど。これはすさまじいな。
　バナシュラの練ったトロヴィヌを、こうもたやすく砕くとは……」
「北驪様……」
「解っている。ここは私が……ずっと昔に封印した場所だからな」
　この場所は、地形の概念から見て鬼門に当たる。
　幾度となく、この街にはびこる悪霊や怨霊達が引き寄せられては、周囲に住む人々を混乱と恐怖の渦に陥れていた。
　その都度、彼らを霊界に送り、結界を張ることで彼らの侵入を阻止して来た。
　この場所の負の霊的磁場の暴走を抑えるために、封印を施したことも一度や二度ではない。
　それでも、一番最近に張った結界は、数百年も昔のことである。
　そのことから、今回の場合は、結界の老朽化がもたらす霊的磁場の再活性化と思われた。
　だが、どうやらそうではないようだ。
　ひとまず彼は、アルマト達に命じて、結界の異常を調べることにした。
　間もなくして、一人のアルマトが、何者かの手が加えられた形跡を見つけた。
「こちらです。
　このような僅かなものですが、侵入口を開けられるのは、……恐らく……」
　その術者の存在も、北條は既に察知していた。
「ああ。この場所の磁場を歪ませることの出来る人物には、限りがある。
　そして、それが出来るのは……」
　風の気配の異変に、北條は振り返る。
　その視線の先に、日本人離れした、彫りの深い面立ちの少女の姿を認める。
　同時に、彼女が発していると思われる気配の正体に、彼女の隠された素顔を知った。
「……やはり、お前だったか。
　僧伽・野篁」
　その問いかけに、その少女の形のいい唇の端が、僅かに上がる。
「お久しぶりね。……北驪」
　海よりの風が吹き上げる今治港の一角で、彼らは再会した。
　海の色は闇色に輝く。彼の眼差しのように。
　
　互いに見つめ合ったまま、身動き一つしない。
　野生の動物が、湿った空気の匂いに雨を予感するように、不吉な胸騒ぎを秘めたままで。
　先に動いたのは、北條こと僧伽・北驪の方だった。
　二歩……三歩と、慎重に、だが確実に歩を進める。
　腕組みをした少女の表情は、決して崩れない。
　それどころか、その年齢的な容貌とは裏腹に、酷く大人びたしぐさで口元に指先を当てる。
　北條は北條で、彼女なりの『挨拶』がないことを怪訝に思っていた。
「随分と派手な御挨拶だな。
　全く、こんなことをして、一体誰が得をするというんだ？」
　身長も、そう高くはない。
　幼げな容姿だけで判断するならば、10代半ば。中学、高校生くらいだろうか。
　場所が場所ならば、教師とその生徒、と解釈することも出来るだろう。
　だが、北條には解っていた。
　彼女も、靜霞媛付きの神霊四天王神の一人として、『永遠』を生きて来た。
　そんな幼げな少女の瞳が、明らかな敵意をもって挑んでくる。
　その様相は、背後で様子を窺うバナシュラ達の注目の的となっていた。
　彼女は、遠い遠い昔、麒邏神付きの神霊八將神として、自身の主と共に仕事をしていた存在。
　それが解っているからこそ、手を出さないだけなのである。
「御久しぶりね。僧伽・北驪。
　堅苦しい挨拶は抜きにして、あなたには、色々と言いたいことや聞きたいことがあるの。
　靜霞媛様の命令、忘れた訳ではないでしょう？
　最近ちっとも連絡をよこさないから、心配して来てあげたのよ」
　確かに、その表情を見る限り、心配しているように見受けられた。
「なるほど。それは事実のようだ」
「まあ、そういうことにしておいて頂戴」
　僅かに上がる口角に、北條の厳しい視線が向けられる。
「……それで、一体、何が狙いだ？
　この結界が崩壊したならば、どれだけの被害が生じるか……。
　森羅万象の守護者たる神霊四天王神が、こんなことをしていいと思っているのか？」
　北條の皮肉めいた発言に、野篁は露骨な迄の不快感をあらわにした。
　彼女の機敏さを視界に含んだまま、北條は目を細めた。
　実は、僧伽という役職の持つ最高司令官という意味合いは、後に付随して来たものである。
　そもそも、僧伽自身が、平和主義の象徴であった。
　そんな二人だからこそ、多少の口論位はするものの、そう簡単に争いを始めることもない。
　僧伽・野篁。
　藤源郷の女主人、女神・靜霞媛付きの神霊四天王神の一神。
　彼らのように、靜霞媛付きの神霊四天王神は、青少年のような若い姿をしている。
　一方、麒邏神を擁する神霊四天王神は、成熟した大人の姿を取っている。
「靜霞媛様付きの僧伽が直々に、この私に会いに来るとは……。
　私に与えられた命令は麒邏神捜索だったが、お前もそうなのか？」
　北條は、彼女の表情に不吉な予感を感じ取った。
「さああ？
　私だって、一応は平和主義者よ。不必要ななわばり争いは起こさないわ」
「……なるほど、それはいい考えだ。
　だが、お前自身は、決してそうではない……」
「何が言いたいの？」
　ヒュン！
　呆れ口調の野篁の頬をかすめた、１枚の白い羽根。
「アルマト！」
　彼の後方で、尚も３枚の白い羽を指の間に挟んだ姿勢で、攻撃の構えを取るアルマト。
　そっと頬に触れ、微かな痛みを感じた野篁は、クスリと微笑した。
「腕を上げたわね。
　現象界に来ても、北驪の部下として働いていただけのことはあるのね」
「何故、結界を破壊しようとした！」
　それが合図だった。
　バサササッ！
　アルマト達は、一斉に羽ばたいたかと思うと、あっという間に虚空へと舞った。
「待て！　こいつの相手は私だ！」
　いつになく厳しい形相で彼女を睨みつけるバナシュラに、北條の制止の言葉は届かない。
　そして、その時を待っていたかのように、野篁の周囲には鮮やかな茜色の炎がちらつく。
　自身のそれとは全く異なるその意味を、北條は計りかねていた。
「そんなに理由が知りたければ、私を倒してから聞くがいいわ。
　それとも、暴いて差し上げましょうか？
　北驪！　あなたが犯した罪の重さ、靜霞媛様の名代として、この僧伽・野篁が直々に！」
　言い放った野篁は、虚空へと舞い上がる。
　彼女の深紅のオーラと神火が、一段とその輝きを増す。
　その双眸に桔梗色を宿した北條は、アルマト達と共に、アメジスト色の神火を顕現した。
　同時に彼は、護身用の守護結界を発動させる。
　彼らは、独自の守護結界を持っている。
　紫色の薄衣のような襲と、その衣となる紫色の袈裟のような彼のそれは、紫羅衣と称される。
　それ自体に強力な呪力が練られており、二つの護身用結界を身につけることで、強力な鎧を纏ったのと同じ効果が得られるのである。
　実を言うと、北條には、勝負の行く末は解っていた。
　それがたとえ、靜霞媛付きの神霊四天王神の最高司令官、僧伽・野篁だったとしても。
「手は出すな！」
　背後にその気配を感じた北條は、命を下す。
「しかしっ！」
　反論するバナシュラの声を背に受けながら、彼は、次の命令を下す。
「相手は一人！　私だけで十分だ。
　お前達は、結界の外に漏れ出ている磁力を抑えろ！」
「……はい！」
　彼女達の羽音が微かに離れた所で、改めて北條は、虚空へと舞い上がった。
　『御手なみ拝見といきましょうか。御嬢さん』と小さく呟きながら……。
「お前程の優れた戦士と手合わせならば、それなりの敬意を表さなければならないな。
　さて……、何がいいかな」
「何でもいいわよ。
　どのみち、私達神霊四天王神は、自身の結界の神火から武器を生成する。
　私の支配する『火』の呪術で！」
　そう断言した野篁は、最も美しい茜色の炎を選ぶと、符呪を唱えた。
　ブワッ！　という音と共に、彼女の手には、茜色の剣が握られていた。
　北條のそれと相反するように、茜色をまとったその剣には潜龍の彫刻が施されてある。
　それには北條自身、見覚えがある。
「赤纏潜龍剣か。それほどの武器を用いなければ、私は倒せないか？」
「勘違いしないで。あなたが紫纏飛龍剣を出さないだけでしょう？」
　その言葉に北條は、口元に不敵な笑みを浮かべる。
「野篁。
　お前は平和の象徴である僧伽でありながら、その身の内に、旺盛な気配を隠し持っている。
　だが、それを封じる術があることを、今、教えてやろう！
　紫煙雹！」
　その言葉と同時に、合わさった手の内からは、幾つもの紫がかった球体が現れる。
　それを放ったならば、その物体は、雹のように彼女への攻撃を始めた。
　だが、さすがに僧伽を名乗っているだけのことはある。
「炎赤煙！」
　彼女の放つ茜色の炎塊が、容赦なく襲いかかる。
　すかさず結界を張って、防衛する北條。
　尽きることなく発する、互いの気迫がぶつかり合う。
　隙を与えないで攻撃するさまは、確かに、かつての彼女を彷彿とせるものがあった。
　難なくそれを交わしながらも、攻撃の手は止めない。
　改めて北條は、聖主・麒邏神を護るだけの力が、自身の内に眠っていることを再認識した。
　それだけではない。術を行使する際に発する特殊能力の消費率と、体力・精神力の消費率は比例するといわれている。
　つまり、術一つ行使する度に体力も減退していく。
　大掛かりな術ともなると、それに見合うだけの体力と精神力で臨まなければ、呪力に術者が押し潰されてしまう。
　当然、呪力が大きくなればなる程、野篁の体力も精神力も落ちていくのは必至。
　それ故に彼は、長期戦に持ち込むべく、小さな力を拡散させることで体力温存作戦に出たのである。
　能力レベルも癖も、総て計算している。
　彼女は、炎を武器として用いる火の術者。自身は、水を武器とする水の術者。
　元々、火という物質は、突発的事象によって発生する。
　自然界に広く存在する樹木や大地、鉱物や水脈とは異なるその発生方法は、自然界の中ではアクシデントのようなものである。
　術者に対しても、同様のことがいえる。
　通常、彼らは自然界から、その場所に応じた力を供給され続ける。
　だが、炎を使役する術者は、そのエネルギー源を自らの能力のみで支えている。
　更に、彼らの関係は、森羅万象に浸透している五行相剋説でいうところの、『水剋火』である。
　水の術者に対して無限の力を与える水脈、つまり海の近くで、炎の術者が水の術者に戦いを挑むこと自体、自殺行為に近い。
　だが、その程度のことならば、能力至上主義の彼女ならば気がついているのかも知れない。
　それでも、つまらないプライドを維持するために戦っているのか。
　北條には、彼女の真意が見えないでいた。
「そういえば、北驪！
　あなたに、麒邏神の手がかりは見つけられるの？」
　弾かれたように、攻撃の手を止める北條。
　野篁も、攻撃の手を留める。
　軽く腕組みをしてみせた彼女は、鼻先でせせら笑った。
「そういうお前だって、藤源郷を離れて私の相手をしている暇なんてあるのか？
　お前の主は、それを承諾したのか？」
　隠し持っている紫煙雹に気がついているのかいないのか、彼女は尚も話し続ける。
「媛様は、総て御見通しだったのよ。北驪。
　……あなたがいつか、麒邏神を裏切ることも」
「野篁？
　私がいつ、麒邏神を裏切ったというのだ！」
「だって、そうじゃない！
　あなたは麒邏神から離れられない。そんなのは、私にだって解っていたわよ。
　忠臣の義務として、もしくは、僧伽としてのプライドがそうさせるのか。
　……それはあなたにしか解らないけど、その忠誠心が命取りになるのよ！
　忘れたとは言わせないわ！」
　不可解な言葉に、愕然とする北條。
「な……何を言っている？」
　今度は、野篁が驚く番である。
「何を……って、あなた……」
　まさか、この男……。
　驚きもつかの間、彼女の脳裏には、言いしれない葛藤が起こった。
「……なるほど。記憶喪失っていう訳……。
　余りの罪の重さに、自らの罪悪感もろとも封印してしまった……ということ？」
「記憶喪失だと？　私が？」
「……」
　次の瞬間、何を思ったのか、野篁は地上へと急降下し始めた。
　北條も、それを追って地上へと降下し始める。
「北驪！　今のあなたでは役不足！
　この続きは今度ね！」
　ちらりと北條の方を一瞥した彼女は、そのまま忽然と姿を消した。
「おい！　待て！　野篁！」
　すぐさま彼女の炎の気配を追ったものの、相反する能力のせいか、北條には全く掴めない。
　舌打ちをしながら北條は、舞い降りてくるアルマト達に集結命令を出した。
「結界を修復する。
　お前達は見張りを頼む」
　彼は、結界の修復に取りかかった。
　結界の破られた所に、軽く手をかざしてみるだけで、強力な磁力が放出しているのが解る。
　これでも、アルマト達が懸命になって、磁力の漏洩を抑え込んでいたのだろう。
　被害自体は、思っていたよりも小さくて済みそうである。
　アメジスト色の炎を現出した北條は、ちらちらと燃えるそれを、修復部位に当てる。
「守護結界・紫塞壅。
　神霊四天王神、僧伽・北驪が、その修復と永遠の結界維持を命ずる。
　海鎮空鎮護身護持……ベイ！」
　パアン！
　風船の割れたような音を立てることで、結界はその張り具合を顕示した。
　北條とアルマトの見守る中、結界は空気に溶けるように色をなくしていった。
「さて、お前達は早々に帰りなさい。
　藤宮一族の者に知れるとまずいから」
「はい。では、失礼致します。
　北驪様もお気をつけて」
　そう述べたバナシュラは、即座に鳩の姿に変化した。
　アルマト達も彼女に倣い、鳩の姿へと変化しては、自身達のねぐらへと向かって羽ばたいて行った。
　彼女達を見送りながら、北條は思案に暮れていた。
　しかし、まずいことになった。
　数百年も昔に張ったものとはいえ、今迄破られたことのない結界だったのだ。
　それを、いともたやすく破るとは。
「……『結界荒らし』でも現れたのかい？　北條さん」
　もしや……。
　振り返った北條は、その名を口にする間もなく、その神秘的な雰囲気に心を奪われた。
　月明かりに煌めく金色の髪は、さながら、波間に溶けて消える月光。
　儚げな夢の名残のように、その人物は存在していた。
「……公爵……様」
　どうやってここ迄来たのか、聞かずとも解っていた。
「あれほどきつく、止めていたでしょう？
　手段はともかく、瞬間移動という行為自体、心臓に負担をかかると！」
　歩み寄る靴音に、いつもの彼らしさがない、と感じながら。
「……気配を、気配を感じたんだ。あなたと同じ気配を」
「気配？」
「不安で不安で、いてもたってもいられなかった。
　僕に取っては、あなたと同じような気配で存在する人物が、他にいたことが信じられなくて。
　それだけならまだしも、敵意を感じたんだ。憎悪にも近い、敵意を……」
「……とにかく、帰りましょう。
　近くに車を停めてあります。そこまで……公爵様！」
　次の瞬間、予想通りの展開が繰り広げられる。
　胸元を抑え、苦しげに痛みをこらえる苦悶の表情。
　……発作が！
「公爵様！　大丈夫ですか？」
　北條は、慌てて彼の上着の内ポケットや胸ポケットをまさぐってみる。
　緊急事態を予想していなかったのか。
　あるいは、たまたま入れていなかったのか、常備薬が見当たらない。
「……？　公爵様？」
　透けて行く身体。衣類迄もが……。
　もしかして、これは！
「まさか！」
　その言葉も言い終わらない内に、椎名は完全に姿を消した。
　その様子から、彼はその能力の主を、『彼』の中の『彼』の度量を悟った。
　今一度……その名を呟いてみる。敢えて、肯定することを避けて来たその名前を。
　
　翌日の午前９時頃、藤妃家別邸にて。
　靜羅の部屋の前では、躊躇する遼の姿があった。
　面と向かって、礼を言うのも恥ずかしいものがある。
　だからといって、せっかくの好意を無下に出来ない。
　近江が仕事を持って来ない内に、礼の一つでも言わなければ。
　意を決した遼は、緊張感の強い面持ちで、ドアをノックする。
「……靜羅、起きてるか？」
　だが、中からは、別に何の返事もない。
　腕時計を一瞥する。
　彼女の睡眠所要時間を満たすには、やはり、もう１時間位は必要なのかも知れない。
　だからといって、そういつまでも放っておいたら、昼になりかねない。
　ため息をこぼした遼は、少し間を置いて、
「まだ寝てるのか　もうすぐ９時だぞ。
　……開けるぞ」
　内心謝罪しながら、彼は部屋のドアを開いた。
　すると、そこではまだベッドで安眠しているらしい、実に呑気な彼女の寝姿が目についた。
　肩先迄かぶっている布団の端を叩いたならば、彼女は煩わしそうな吐息を漏らしながら、寝返りを打った。
　その姿に、遼は一瞬、反射的にその手を退けた。
　いつものかわいい妹とは異なった、大人の女性の姿を垣間見たような、そんな気がして……。
　白くほっそりした首筋に、視線を投げかける。
　この子も、もう子供じゃないんだよな。
　……公爵と知り合ってから、かわいい妹らしい表情も少なくなった気がするよ。
　片思いだとしても、恋の魔法にかかったお前は、どんなふうに綺麗になっていくのだろう。
　そうしていつか、……お前は僕の元を巣立っていくのだろうか。
　たった一人の、大切な妹なのに……。
　机の上にメモ用紙を見つけた彼は、そこにさらさらと何かを認める。
　そっと、枕元の彼女の時計の側に置いた彼は、静かに部屋を後にした。
　
　初めての寂しさを埋め合わせる術を知らない。
　結局、仕事に打ち込むことで、それを紛らわせる。
　そんな彼は、この世界の誰よりも、妹思いなのかも知れない。
　
　結局、靜羅が姿を見せたのは、10時過ぎてのことだった。
　朝食を済ませてから、居間へと向かう。
　するとそこには、予想通り、テレビを見ている彼の姿があった。
「……遼。ケーキはいかがでした？」
　その声に、遼は顔を上げる。
「あ、うまかった。ありがとな」
「うん」
　そう頷いた靜羅は、ソファに腰を下ろした。
「あの……靜羅」
「遼様！　遼様はどちらに？」
　その時、近江の尋常ではなさそうな声が、廊下から聞こえて来た。
「僕ならここだが？」
　顔を覗かせた瞬間、近江の歩みが早くなった。
　挨拶抜きで部屋に乗り込む彼の手には、まだ携帯電話が握られていた。
「あああ、遼様！
　あ、靜羅様もおられましたか！」
「何だよ、朝っぱらから騒ぎ立てて。
　何かあったのか？」
「靜羅様がいらしてもよろしいですか？」
　どうやら、何か新しい情報が入ったらしい。
「構わない。一応この子は、副総帥だから。
　そうだよな　靜羅」
「一応、が余計よ」
　そうつけ加えた靜羅は、彼の横の指定席に席を移した。
「近江。話を続けろ」
　僅かな間の後に、近江はその話を切り出した。
「実は昨夜、今治港付近の霊的磁場に、異変がありました」
「異変？」
「御存知のように、今治港付近の霊的磁場は、実に強力な負の磁力を有しています。
　そこで、昨夜未明……異変が起こりました」
「異変？」
「調査と報告が遅れたことを、まず御詫びしなければと……」
「詫びはいいから、早く言え！」
「うかつでした。我々が、あのようなことに気がつかないでいたなんて……」
　ほう、とため息をつく近江の姿に、遼の苛立ちは最高潮に達した。
「……席、外そうかなあ」
　そんな靜羅の呟きにも答えない遼の様相に、近江はにこりと笑みを浮かべては、
「そこ迄仕事をなされたいとは、遼様付の部下として、嬉しい限りです」
　その時になって遼は、初めて近江に『はめられた』ことに気がついた。
　横では、途中から気がついていたらしい靜羅の、高らかな笑い声。
「きゃははは！　遼ってば、近江の話術にはめられてる～！」
　どことなく気まずそうに、憮然としながら、「……で？」と問いかける。
「実は、あの場所には、数百年ものの結界が施されてあったようです。
　あれだけの強い負力を帯びた磁場が、今日迄暴走することがなかった理由が、今回の事件で判明致しました。
　それにも関わらず、この世界からの働きかけで、結界を破壊しかけた者がいたのです」
　思い掛けない言葉に、遼と靜羅は、「え？」と小さな声を漏らした。
「向こうからじゃなくて、こちら側から？」
「はい。こちら側から、です。
　更に、その結界を修復した者がいるようです」
「修復……って、数百年ものの結界を、か？
　そんなこと、その結界の種類を知らないと出来ないんだろう？」
「恐らくは」
　沈痛な面持ちを崩さない。
「ああ、だったらさ、あれだよ。
　生まれ変わった奴がたまたまいてさ、たまたまそんな状況になってることに気がついてさ、それで……」
　はああ、と落胆のため息が流れる。
　それには含まれていなかった遼だけが、目を丸くした。
　呆れ返っているらしい靜羅は、肩肘で頬杖をついた姿勢を取っては、彼にまくしたてる。
「遼。緊張感なさ過ぎ。
　それでなくても、年齢的な問題で高等呪術が使えないんでしょ？
　だったら、これ位のことは真剣に考えたらどうなの？
　それでも、この藤宮一族の総帥？　本当に、あーの、藤妃藤宮景朋の生まれ変わり？」
「そんなの、叔父貴達が勝手に言っているだけであって、自覚症状なんてないんだから」
「自覚症状ってあんた、病気じゃないんだから。
　第一、あんたの場合は病気の方が逃げていっちゃうわよ。絶対」
「そうか！　なるほど。それで、風邪ひかないのか！」
「近江。ばかは風邪ひかないって……あれ、本当よね」
「ええ。それは先人達の……そうではありません！
　私が言いたいのは！」
「ほほほう。近江。僕の護衛官のくせして、そーんなこと言う訳」
「遼様！
　僭越ながら……靜羅様、余り遼様で遊ばないで下さい。
　それでなくても、この御方は……」
「解ってるって。
　御詫びに私から名案をあげる。
　結界の種類は解ったんでしょう？　それを使える人物を絞り込んで行けば、おのずと……」
　だが、その名案なるものを、近江は表情で否定した。
「残念ながら年代が解っただけで、その種類はもちろん、その様相も……」
「あらら……」
　靜羅は、お手上げ状態ね、というしぐさをしてみせた。
　頬杖をついた姿勢で、遼は靜羅を一瞥する。
「靜羅、種類が解る解らない以前に、その結界は数百年ものなんだぞ。
　そんなの、今回の事件で結界があったことが解ったんだから、これから調べれば……」
「残念ですが、不可能です。
　その結界は、空気と同化する性質を持っておりまして、その範囲や種類を見極めることは、我々の超感覚をもってしても不可能です」
　重い口調で断言する近江。
　額に手をやっては、困惑する遼。
「じゃあね、こう考えたらどう？
　そんな結界を調べてみるのよ。世界中の文献をあさってでも。そうしたら、解るかも」
「ですから、靜羅様。
　ありとあらゆる手段を講じました。文献も探してみましたが、残っていませんでした。
　勿論、『藤宮書伝』等も調べましたが、……ありませんでした」
　結果的に八方塞がりとなった彼らの知識網は、進展することなく、いたずらにも時間だけが過ぎて行った。
　
　１時間後。
　『この事件に関しては、証拠不十分である。よって、調査を断念する』
　最終報告の内容に、どこか釈然としない３人の苦悩に反して、やたらと天気が良い一日となった。
　
　
　　　第７章　　月夜への誘い
　
　
　北條が椎名を通じてその話を聞いたのは、それから３日後のことだった。
「今治港の結界修復の一件、『藤蘿都』では調査を断念したようだよ」
「あれは元々、カモフラージュ性の強い結界ですからね。
　加えて、数百年前のものですし……、調べようもないでしょう」
「しかし、まだ油断は禁物だね」
　あくまでも慎重な椎名を横目に、北條はすっかり気を良くしていた。
「それよりも食事でもいかがですか？　お給料が入ったものですから」
　椎名は椎名で、二つ返事で了解した。
　だが、事件とは、平穏な日常の中に潜んでいるものである。
　たとえそれが、決して自身達の裏活動において、重大な損失を被るものでないとしても……。
　ましてや、楽しいスケジュールに支障を来たさないでいられると、誰が言えようか。
　
　某レストランに向かう車内にて。
「恐れ入ります。携帯の電源を切っておいていただけませんか？」
「いいのかい？」
「ええ。今日は兄と弟がいますから」
　断言する北條の横顔を一瞥した椎名は、徐に、彼の携帯電話ホルダーを手に取った。
　取り出した携帯電話の電源を切ろうとした瞬間、彼は突然、主人を呼びつけた。
　ディスプレイに表示された名前は、北條康徳。
　どうやら、彼の兄の携帯電話かららしい。
「北條さん。お兄さんからだけど、どうする？」
「……つないで下さい」
　やむを得ず、路肩に車を止めた北條は、彼から携帯電話を受け取った、
「はい……」
『お、靖幸か？』
　電話の向こうで、僅かだがざわめきが聞こえてくる。どうやら外からかけているらしい。
「ええ。運転中に車を停めましたので、手短にお願いします。
　……え？　獣医学会ですか？」
　仕事の話らしい。
『そうそう。お前もたまには家に戻って、獣医の仕事でもしたらどうだ？
　それでなくても、近頃は病気らしい病気もないのに、患者を連れ込むクライアントが減ってしまってな、赤字なんだぞ』
「ほう。それは困りましたねぇ」
『……というのは、半分嘘だ。
　そういう訳で、今、松山空港だ。最終で東京に行くから』
「はいー？」
『泰裕が休みだったから、入院中の動物達の世話は頼んであるが、明日は仕事だそうだ。
　夜遊びは程々にして、戻ってやれよ』
「え？　あ？」
『そろそろ時間だから、後は頼んだぞ』
　ピッ！
　短い機械音の後、その電話は、ツー・ツー、と単調な音を繰り返し始めた。
「……」
　電源を切った北條は、椎名にそれを託した。
「全く、勝手というか何というか……。
　一週間は帰って来ませんからねえ」
「学会って、そんなにもかかるのかい？」
「テーマにもよりますが、あの兄のことですから、……セミナーにも参加してくるでしょう。
　小田原とか箱根とかにも遠出して、温泉につかってくるかも知れません。
　……まあ、いい年した大人ですからね、彼も……。
　それに、最終便ともなると、今日はホテルで寝る位の時間しかないでしょうしねぇ……」
　再び車を発進させた北條は、ハンドルを軽く握り直した。
　直線コースで渋滞の様子を窺う。
「これから最終……というと、７時過ぎのでしょう。
　あちらに着くのは、８時過ぎになりますね」
　椎名は「ふうん……」と気のない返事をしては、窓の外に広がる街の灯りに視線をやった。
　急に黙り込む。
「大丈夫ですよ。……自動車事故の確率の方が遥かに高いものです。
　それにね、私には、あの人の寿命が解るんです」
　疑いの眼差しを向ける。
「事実です」
　真顔で断言する横顔に、椎名は、彼の心遣いを垣間見たような気がした。
　椎名の鳶色の双眸には、今度は北條の横顔だけが映っていた。
　
　食事を終え、コーポに帰って来た時には、既に８時を回っていた。
　アール・グレイを煎れて来た椎名の心配りに、北條は残り少なくなった予定を考えあぐねていた。
「……僕ならば大丈夫だから、どうぞ、戻ってあげて下さい」
　察しの良い椎名に先手を打たれた北條だが、小さな反論を提示する。
「いいですよ。義姉もいますから」
「ですが……」
「おや？　言っていませんでしたっけ？
　義姉も一応、獣医なのですよ。
　大学で知り合って、ずっと交際を続けて結婚したようですから……」
　実の所、彼には、そこに滞在したい理由なるものがあった。
　だが、それは口にしてはならない。
　喉元迄出かかっていた言葉をどうにか呑み込んでは、さも何事もなかったかのように、煎れたての紅茶を口に含んだ。
「朝早くに出ます。それでいいでしょう？」
　質問形式でありながら、断言口調。その物言いは、どことなく毅然としている。
「僕は別に構わないけど」
「では、そういうことにしましょう」
　沈黙。
「……そういえば、この間、何か変なことを言っていたけれども」
「変なこと？」
「靜羅嬢に確認を取らせた、今治港付近の事件の情報公開の件です。
　証拠不十分で、調査も断念せざるを得なくなった事件ですよ」
　沈黙。
「……ああ、あれですか。
　でも、それだったら、あなただって知っているでしょう？
　決着がついた後とはいえ、現場に駆けつけ……た……」
「？」
　怪訝そうな椎名の眼差しを前に、北條は微かに首をかしげた。
「いや、待って下さい……。
　あの時、私は確か結界を張っていたから、部屋からも出られかった筈ですよね。
　なのに、何故、あなたは現れたのですか？」
　ソーサーをテーブルに置いた北條は、椎名の困惑に気がつかない。
「？」
「何故、私の前で消えたのですか
　そもそも、瞬間移動は禁止しましたよね？　それなのに、どうしてそんな危険なことを？」
「？
　あ、何か、勘違いしていない？
　あの日、僕はその時間、眠っていて……。
　発作で目が覚めたけれども、部屋からは一歩も出ていないよ」
　今度は、北條の方が、クエスチョンマークを連発する番である。
　立場逆転。
　今度はそんな北條を、椎名が怪訝そうな面持ちで見つめる。
　そして彼は、徐に紅茶を口に含んだ。
　彼がいる時にしか口にしない、アール・グレイを。
「え？　では……、そういうことでしたか。
　いえ。そのことは、あなたが知らなくてもいいことです。
　……私の、私個人の問題です」
　椎名としては、曖昧さを残した話の打ち切り方に、納得がいかなかったらしい。
　テーブルにソーサーを置いて、まっすぐ彼を凝視する。
　対する北條は、自らの動揺を隠すようにソーサーを手に取った。
「北條さん。あなたのいう個人的問題と藤宮一族とは、どういった関係なんだい？」
　鋭い眼差しの中に、色濃く刻まれる『蒼い翳り』。
「仲間じゃないのか？　僕達は。
　僕は麒邏神を捜し出すことの出来る存在として、あなたは麒邏神を捜すことを目的に生きる存在として、ここにいるのではないのか？」
　真摯な眼差しを目の当たりにした北條は、思わず言葉をなくした。
　椎名は、あくまでもその姿勢を崩さない。
「……確かに、情報公開する必要のないことだって、あってもいいと思う。
　しかしこの場合は、秘密にしておいてもいいこととは思えない。
　いつだったか、あなたは僕に言ったでしょう？　あの場所は、強い負の霊的磁場だと。
　そんな所に、真夜中でも行かなければならないような、緊急事態が起こったとすれば……」
　一呼吸置いた椎名は、低い声で言葉を発した。
「結界が、侵されたんだね……」
　微かに、視線が動いたのもつかの間。
「そうですよ。だから私は、その犯人に会いに行ったんです」
　即答した北條に、椎名は一瞬その耳を疑った。
　念のため、彼の表情を読み取ろうと試みる。
　だが、淡々と紅茶を口に含む彼を見る限り、別に動揺している様子もなければ、嘘をついているようにも見えない。
　むしろ飄々としていて、却って気味が悪い程である。
　だが、北條にしてみれば、その一件は解決済みなのである。
　彼らに悟られなければ、それでいい。
「……深くは聞かないけれども、これだけは言わせて下さい。
　あなたの属する神霊四天王神が揃っていない今、……この僕も、微力ながら戦力となり得ることを」
　その時の北條は、故意に椎名の言葉を聞き流そうとしていた。
　だが、その時になって初めて、彼の中で発生していた一つの記憶操作に気がついた。
　仲間である神霊四天王神が揃っていない理由が、記憶の中に残っていない。
　何かしらの出来事があった筈だが、その辺りが記憶から抜けている。何故に？
「そういえば、残りの３人はどうしたの？」
　突然の思い掛けない質問は、彼の心を見透かしていた。
　辛うじて、「突然、どうしたのですか？」と、問いかける。
「別に、触れられたくない事情があるのなら、無理に聞き出そうとは思わないけど……」
　微かに声が震えている。そのことを知った上で、北條は言葉を発した。
「そうですか。でしたら、今は……何も聞かないで下さい。
　でも、いつかきっと話しますよ。
　今は、そう、藤妃靜羅嬢のことだけを考えていて下さい」
「？」
「今のあなたに必要なことは、彼女のことを知ることです。
　『藤源郷の輪廻神話』の鍵を握る、藤妃一族の陰謀を……」
　紅茶を飲み干した北條は、徐に立ち上がると、窓辺へと歩いて行った。
「公爵様もおいで下さい。
　……今夜も、月が綺麗ですよ」
　桔梗色の瞳で告げる北條のそれに、椎名は小さく頷いた。
　夜景の見えるその部屋で、彼らは同じ月を眺めていた。
　永遠に満ち欠けを繰り返す、その流れを……。
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